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男 2,499 人
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第49号

村長当選証書付与当選証書を受取る各議員

筑
北
村
長

関　

川　

芳　

男

「
筑
北
村
は
ひ
と
つ
」

　

    

「
停
滞
か
ら
前
進
へ
！
」

今
回
の
選
挙
に
よ
り
合
併
後
、
三

人
目
の
村
長
に
就
任
し
た
関
川
芳
男

で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
の
本
城
・
坂
北
・
坂

井
三
村
の
合
併
後
、
合
併
の
利
点
が

生
か
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
考
え
ま

す
と
、
村
が
合
併
か
ら
八
年
が
経
過

し
て
も
村
は
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
停
滞
し
て
い
る
村
政
を
前
進
さ

せ
、
行
政
の
転
換
を
目
指
す
た
め
に

立
候
補
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

公
約
に
掲
げ
た
筑
北
村
が
合
併
し

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
村
に
す
る
の

に
は
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
実
施
で

き
る
期
間
は
あ
と
七
年
間
で
す
。

こ
の
合
併
特
例
債
に
よ
り
筑
北
村

の
地
盤
作
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

事
業
が
完
了
し
な
い
と
放
棄
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

村
民
の
関
心
の
深
い
、
麻
績
村
と

の
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
は

筑
北
村
の
村
づ
く
り
を
優
先
し
て
、

交
流
や
連
携
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り

自
然
の
流
れ
で
そ
う
な
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

特
に
学
校
統
合
の
問
題
は
筑
北
村

教
育
委
員
会
の
見
解
を
重
視
し
、
村

の
方
針
を
決
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

初
め
に
公
約
に
掲
げ
た
合
併
特
例

債
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
筑
北
村
活

性
化
推
進
計
画
を
新
た
に
策
定
し
て
、

迅
速
に
成
果
が
出
る
よ
う
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

次
の
四
項
目
を
政
策
課
題
と
し
て

公
約
し
て
お
り
ま
す
の
で
計
画
の
中

で
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

「
若
者
が
住
ん
で
み
た
い
村
づ
く

り
」
大
胆
な
発
想
で
村
あ
げ
て
若
者

定
住
施
策
を
勧
め
ま
す
県
下
５
市
を

結
ぶ
交
通
網
整
備
に
よ
る
ベ
ッ
ト
タ

ウ
ン
構
想
を
勧
め
ま
す
。

「
子
育
て
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
」

保
育
料
の
無
料
化
を
お
こ
な
い
休
日

保
育
・
朝
夕
の
時
間
延
長
を
行
い
、

子
育
て
し
や
す
い
村
に
し
て
い
き
ま

す
。

「
お
年
寄
り
が
地
域
で
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
」
高
齢
者
の
老
後
の
生
活

を
過
ご
す
の
に
、
地
域
で
生
活
の
で

き
る
集
団
生
活
住
宅
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）
の
建
設
を
行
い
ま
す
。

「
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
活
用
に
よ
る
村

づ
く
り
」
冠
着
駅
・
坂
北
駅
・
西
条

駅
を
村
の
玄
関
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
の
複
線
化
を
目
指
す
た
め
に
、

利
用
の
推
進
を
勧
め
ま
す
。
ま
た
国

道
整
備
で
近
隣
５
市
を
短
時
間
で
結

ぶ
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
構
想
を
村
の
Ｐ
Ｒ

に
も
力
を
入
れ
、
知
名
度
を
上
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
整
理
統
合
を
進
め
る

た
め
に
も
早
急
に
検
討
委
員
会
等
を

立
ち
上
げ
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
村
は
ひ
と
つ
」
と
言
い
続
け
て

き
た
私
は
、
選
挙
も
終
わ
り
、
全
村

民
の
た
め
に
、
一
〇
二
名
の
職
員
と

共
に
「
筑
北
村
に
き
ら
り
と
光
る
村

づ
く
り
」
を
議
会
の
皆
様
と
協
働
に

よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

様
々
な
意
見
を
聞
き
、
本
城
・
坂

北
・
坂
井
の
３
地
域
に
平
等
な
行
政

を
し
て
い
き
ま
す
の
で
村
民
の
幅
広

い
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
村
政
の
か

じ
取
り
を
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

村
長
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
筑
北
村
長
選
挙

と
村
議
会
議
員
選
挙
が
10
月
27
日
に

行
わ
れ
、
投
開
票
の
結
果
、
筑
北
村

の
第
３
代
村
長
と
し
て
関
川
芳
男
氏

が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
筑
北
村
議
会
議
員
一
般
選

挙
は
、
定
数
12
に
対
し
16
名
が
立
候

補
し
、
投
開
票
が
行
わ
れ
た
結
果
、

現
職
３
名
、
新
人
９
名
（
内
女
性
１

名
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

10
月
28
日
に
は
、
当
選
者
に
対
し
、

当
選
証
書
の
付
与
式
が
坂
北
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。（
下
の
写
真
）

村
長
、
並
び
に
議
員
の
み
な
さ
ん

の
任
期
は
、
11
月
13
日
よ
り
４
年
間

で
す
。

初
議
会
（
11
月
14
日
）
の
様
子
は
、

次
回
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
No
・
49
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
長
、
副
議
長
の
選
出
及
び
議
会

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
・
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
選
任
等
は
、
初
議

会
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

一
番
身
近
な
行
政
で
あ
る
村
の
４

年
間
を
託
す
首
長
と
議
員
を
決
め
る

選
挙
と
い
う
こ
と
で
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
関
心
も
高
く
、
投
票
率
は
前

回
の
村
長
、
村
議
選
（
83
・
43
％
）

よ
り
も
１
・
３
９
ポ
イ
ン
ト
上
回
り

今
回
の
選
挙
で
は
、84
・
82
％
で
し
た
。

特
に
期
日
前
投
票
が
前
回
の

１
，
１
１
０
名
か
ら
28
％
増
の
１
，

４
２
３
名
と
な
り
、
こ
れ
は
、
投
票

総
数
の
38
％
に
あ
た
り
、
よ
り
一
層

期
日
前
投
票
を
さ
れ
る
方
が
増
え
、

比
較
的
簡
単
な
手
続
き
で
投
票
で
き

る
こ
の
制
度
が
定
着
し
て
き
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

村
議
選
に
つ
い
て
は
、
全
村
１
選

挙
区
制
を
導
入
し
た
平
成
21
年
の
前

回
選
挙
は
、
定
数
12
に
対
し
立
候
補

届
者
数
が
同
数
で
あ
っ
た
た
め
無
投

票
で
し
た
が
、
今
回
は
全
村
１
選
挙

区
で
行
う
初
め
て
の
選
挙
と
な
っ
た

こ
と
も
投
票
率
増
加
の
要
因
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
と
も
選
挙
の
際
に
は
、
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
事

な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
• 筑

北
村
長
選
、
村
議
選

       

が
行
わ
れ
ま
し
た

横
山
　
　
敬

山
崎
　
広
道

宮
島
　
義
次

太
田
　
守
彦

佐
藤
　
文
男

山
田
　
　
寿

沖
村
　
　
智

前
山
　
健
治

鎌
田
　
欣
子

中
村
　
　
弘

待
井
　
安
登

小
山
　
正
博

氏
名

53 64 67 53 69 68 36 70 61 66 64 63 年
齢

西
条

東
条

坂
北

坂
北

東
条

坂
井

西
条

西
条

東
条

乱
橋

坂
北

坂
井

出
身
地

筑
北
村
議
会
議
員

今
回
の
選
挙
を
振
り
返
っ
て

（
敬
称
略
）
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平
成
24
年
度
決
算
の
状
況 

平
成
24
年
度
決
算
が
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

 

普
通
会
計
の
決
算
状
況 

　

普
通
会
計
（
自
治
体
間
の
財
政
比

較
の
た
め
、
統
計
上
統
一
的
に
用
い

ら
れ
る
会
計
区
分
。
筑
北
村
に
お
い
て

は
、
一
般
会
計
と
バ
ス
会
計
が
含
ま

れ
ま
す
。）
で
は
、
歳
入
総
額
46
億
４
，

５
８
２
万
５
千
円
に
対
し
、
歳
出
総

額
45
億
２
，
６
１
４
万
３
千
円
で
、

１
億
１
，
９
６
８
万
２
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支

出
金
な
ど
が
減
少
し
、
前
年
度
に
比
べ

３
億
１
，０
１
０
万
３
千
円
（
6・3
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

【
村
税
】

　

主
に
固
定
資
産
税
の
減
収
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
１
５
０
万
３
千
円

（
0
・
4
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出
の
状
況

　

歳
出
の
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

３
億
１
，３
７
３
万
２
千
円
（
6・5
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

【
人
件
費
】

　

退
職
に
よ
る
職
員
数
の
減
な
ど
に
よ

り
、３
，０
８
１
万
５
千
円
（
3・8
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

近
年
の
繰
上
償
還
に
よ
り
地
方
債
現

在
高
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
繰
上
償
還
額
を
除
く
と

４
，
２
９
５
万
３
千
円
（
6
・
4
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

【
積
立
金
】

　
減
債
基
金
へ
の
積
立
金
減
な
ど
に
よ

り
、前
年
度
に
比
べ
６
，６
８
３
万
２
千

円（
14・4
％
）減
少
し
ま
し
た
。

【
投
資
的
経
費
】

　

普
通
建
設
事
業
費
の
単
独
事
業
は
、

前
年
度
に
比
べ
８
，
７
７
５
万
９
千

円
（
31
・
6
％
）
増
加
し
、
補
助
事
業

は
、
国
の
経
済
対
策
交
付
金
事
業
、
道

整
備
交
付
金
事
業
及
び
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
の
完
了
に
よ
り
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
災
害
復
旧
事
業
費
も
減

少
し
た
た
め
、
全
体
と
し
て
３
億
３
，

７
３
５
万
１
千
円
（
44
・
1
％
）
減
少

し
ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】

　

普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
と

も
に
減
少
し
、
前
年
度
に
比
べ
９
，

１
６
２
万
４
千
円
（
3
・
4
％
）
減
少

し
ま
し
た
。

【
国
庫
支
出
金
】

　

国
の
経
済
対
策
に
係
る
交
付
金
事
業
、

道
整
備
交
付
金
事
業
及
び
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
の
減
少
に
伴
い
、
前
年
度

に
比
べ
２
億
４
，
８
４
６
万
６
千
円

（
62
・
4
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

【
繰
入
金
】

　

村
債
の
繰
上
償
還
の
た
め
取
り
崩
し

た
減
債
基
金
及
び
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金

基
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
１
億
７
，
９
５
７
万
９
千
円
（
159
・

9
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

【
地
方
債
】

　

過
疎
対
策
事
業
債
の
増
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
６
６
６
万
７
千
円

（
1
・
5
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

平成24年度の主な事業（目的別の内訳）

総務費
（907,606 千円）

・本城農村環境改善センター
多目的ホール照明交換事業

・協働事業支援金
・定住促進助成事業

商工費
（191,548 千円）

・住宅リフォーム等補助事業
・登山道修繕、トレッキングコース案内標識設置事業
・碧館耐震補強改修事業

民生費
（856,965 千円）

・障害者・乳幼児等福祉医療費
・保育園・児童館等運営費
・子ども手当

土木費
（287,945 千円）

・村道宮ノ前線、安坂中村線、中ノ尾線改良事業
・定住促進住宅整備事業
・道路維持事業

衛生費
（462,627 千円）

・各種検診、予防接種等
・太陽光発電設置補助事業
・健康館健康器具設置事業

消防費
（157,683 千円）

・消防団安全資機材整備事業
・防災備蓄倉庫設置事業
・防犯灯修繕費

農林水産業費
（313,502 千円）

・鳥獣被害対策支援事業
・水路改修事業
・松枯損木伐採委託事業

教育費
（375,910 千円）

・坂北小多目的室床修繕事業
・本城グラウンドバックネット改修事業
・やすらぎ広場グラウンド等修繕事業

議会費（66,261 千円）　　災害復旧費（3,064 千円）　　公債費（903,032 千円）
合計 4,526,143 千円

村税
4億2,066万6千円
（9.0％）

依存財源
35億6,451万7千円
（76.7％）

自主財源
10億8,130万8千円
（23.3％）

(　)内構成比

歳入総額　46億4,582万5千円
《歳入の内訳》

分担金・負担金
3.594万8千円
（0.8％）

手数料・使用料
1億2,551万6千円
（2.7％）

繰入金
2億9,188万4千円
（6.3％）

地方債
4億4,235万5千円
（9.5％）

県支出金
2億7,028万1千円
（5.8％）

国庫支出金
1億4,981万8千円
（3.2％）

その他交付金等
6,022万2千円
（1.3％）

繰越金
1億1,605万3千円
（2.5％）

財産収入・諸収入
9.124万1千円
（2.0％）

地方譲与税
5,926万5千円
（1.3％）

地方交付税
25億8,257万6千円
（55.6％）

人件費
7億6,977万2千円
（17.0％）
扶助費
3億2,840万2千円
（7.3％）

繰出金
6億252万9千円
（13.3％）

投資・出資・貸付金
286万3千円
（0.1％）

積立金
3億9,804万4千円
（8.8％）

維持補修費
5,054万4千円
（1.1％）

物件費
6億7,982万8千円
（15.0％）

災害復旧事業費
306万4千円
（0.1％）

公債費
9億303万2千円
（19.9％）
普通建設事業費
4億2,418万8千円
（9.4％）

投資的経費
4億2,725万2千円
（9.5％）

その他の経費
20億9,768万5千円
（46.3％）

(　)内構成比

義務的経費
20億120万6千円
（44.2％）

補助費
3億6,387万7千円
（8.0％）

歳入総額　45億2,614万3千円
《歳出の内訳》（性質別）



7 6

 
特
別
会
計
の
決
算
状
況 

　

特
別
会
計
で
は
、
全
会
計
に
お
い

て
黒
字
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事

業
は
、
と
く
ら
温
泉
施
設
で
は
、
浴

室
用
ろ
過
装
置
ろ
材
入
替
え
工
事
及

び
浴
室
脱
衣
所
床
張
替
え
工
事
な
ど
、

差
切
峡
温
泉
施
設
で
は
、
大
広
間
備

品
購
入
（
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
・
カ
ー

ペ
ッ
ト
）
な
ど
、
簡
易
水
道
事
業
で

は
、
坂
井
地
域
境
無
橋
配
水
管
架
け

替
え
工
事
な
ど
、
集
落
排
水
事
業
で

は
、
坂
井
農
集
施
設
の
制
御
・
監
視

ユ
ニ
ッ
ト
交
換
工
事
な
ど
、
合
併
浄

化
槽
事
業
で
は
、
合
併
浄
化
槽
６
基

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
は
、
全
体
で
６
億
２
，
２
７
０

万
５
千
円
（
バ
ス
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
２
，
０
１
７
万
６
千
円
を

含
む
）
と
な
り
ま
し
た
。

《特別会計歳入歳出決算額の状況》

特別会計名 歳 入 決 算 額
①

歳 出 決 算 額
②

差　引　額
③(①－②）

繰越財源
④

実質収支額
③－④

公
営
事
業

国 民 健 康 保 険 7億7,218万3千円 7億5,957万6千円 1,260万7千円 1,260万7千円

国民健康保険診療所 7,100万2千円 6,786万2千円 314万円 314万円

後 期 高 齢 者 医 療 6,135万9千円 6,108万5千円 27万4千円 27万4千円

介 護 保 険 6億8,348万4千円 6億5,107万3千円 3,241万1千円 3,241万1千円

公
営
企
業

宅 地 造 成 事 業 753万6千円 753万1千円 5千円 5千円

と く ら 温 泉 施 設 1億3,473万9千円 1億3,230万5千円 243万4千円 243万4千円

差 切 峡 温 泉 施 設 3,009万2千円 2,840万9千円 168万3千円 168万3千円

冠 着 温 泉 施 設 1億1,164万8千円 1億940万4千円 224万4千円 224万4千円

簡 易 水 道 事 業 2億1,899万円 2億1,807万6千円 91万4千円 91万4千円

集 落 排 水 事 業 1億8,108万7千円 1億7,877万7千円 231万円 20万円 211万円

合 併 浄 化 槽 事 業 6,950万9千円 6,874万7千円 76万2千円 76万2千円

合　　　　　　計 23億4,162万9千円 22億8,284万5千円 5,878万4千円 20万円 5,858万4千円

会　　　計　　　名 地 方 債 残 高 住民１人当たり

一 般 会 計 42億5,574万3千円 82万１千円

国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 233万7千円 0千円

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 1,193万6千円 2千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 12億8,721万3千円 24万8千円

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 11億8,697万3千円 22万9千円

合 併 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 3億8,181万1千円 7万4千円

合 計 71億2,601万3千円 137万4千円

※住民１人当たりの金額は、平成24年度末の住基人口（5,187人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。

住民１人当たり１３７万４千円で、前年度に比べ１０万６千円の減となりました。
地方債（借金）残高の状況

住民１人当たり４９万円で、前年度に比べ１万７千円増となりました。
基金（貯金）残高の状況

基　　　金　　　名 基　金　残　高 住民１人当たり
財 政 調 整 基 金 16 億 5,178 万 1 千円 31 万 8 千円
減 債 基 金 4 億 5,218 万 8 千円 8 万 7 千円
地 域 福 祉 基 金 1 億 5,910 万円 3 万 1 千円
ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 900 万円 2 千円
ふ る さ と づ く り 基 金 11 万円 0 千円
地 域 振 興 基 金 1 億 6,028 万 2 千円 3 万 1 千円
国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 9,805 万 2 千円 1 万 9 千円
簡 易 水 道 事 業 基 金 174 万 4 千円 0 千円
簡 易 水 道 減 債 基 金 81 万 2 千円 0 千円
介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 1,078 万 5 千円 2 千円
合 計 25 億 4,385 万 4 千円 49 万円

※住民１人当たりの金額は、平成24年度末の住基人口（5,187人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。

筑 北 村 の 財 政 指 標
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、平成 24 年度決算の健全化判断
比率と公営企業の資金不足比率を公表します。

≪健全化判断比率の状況≫
指　標　名 H24 H23 早期健全化基準 財政再生基準 説　　　　　　　　　明

実 質
赤 字 比 率 － － 15.00％ 20.00％

普通会計の赤字の割合を示す指標。
平成 24 年度は黒字でしたので数値
が入りません。

連 結 実 質
赤 字 比 率 － － 20.00％ 30.00％

特別会計も含めた全ての会計の赤字
の割合を示す指標。平成 24 年度は
全会計で赤字がありませんので数値
が入りません。

実 質 公 債
費 比 率 11.4％ 13.8％ 25.0％ 35.0％

公債費（借金返済額）やそれに準じ
る経費の財政に対する負担の程度を
示す指標。近年の繰上償還により地
方債現在高が減少していることや元
利償還金が減少傾向にあることなど
から、対前年度比で 2.4％減少とな
りました。

将 来 負 担
比 率 － － 350.0％

一般会計等の公債費のほか将来的に
支出が見込まれる経費の財政規模に
占める割合を示す指標。前年度と同
様に、将来負担額に対して充当可能
な財源等が上回る結果となり、数値
なしとなりました。

≪資金不足比率の状況≫
　この指標は、公営企業会計（全部で７会計）の資金不足の状況を示すものですが、平成 24 年度
決算では、資金不足となった会計はありませんでした。　※数値なし



9 8

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
事

業
に
よ
り
健
康
館
に
健
康
器
具

を
整
備
し
ま
し
た

　

長
野
県
の
平
成
25
年
度
地
域
発
元

気
づ
く
り
支
援
金
事
業
に
よ
り
、
健

康
館
ロ
ビ
ー
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
バ
イ

ク
２
台
を
整
備
し
ま
し
た
。
通
常
の

バ
イ
ク
は
自
転
車
の
よ
う
に
サ
ド
ル

に
ま
た
が
り
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
ま
す
が
、

今
回
導
入
し
た
も
の
は
、
背
も
た
れ

付
き
の
シ
ー
ト
に
座
る
タ
イ
プ
の
た

め
、
転
倒
な
ど
の
心
配
が
な
く
高
齢

者
の
方
も
安
心
し
て
運
動
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
内
蔵
さ
れ
て
い
る
コ
ン

　

平
成
25
年
度
総
合
防
災
訓
練
を
、

10
月
20
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

◇
訓
練
の
様
子

　

筑
北
村
内
で
震
度
６
強
を
計
測
し
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
い

う
想
定
で
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
訓
練
は
災
害
発
生
時
に

一
番
大
事
な
こ
と
で
あ
る
村
民
の
避

難
状
況
の
伝
達
訓
練
を
主
に
行
い
ま

し
た
。

　

坂
北
地
域
の
昭
和
町
区
で
は
、
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
お
祭
り
で
使
用
す
る
御

輿
、
幟
ポ
ー
ル
、
法
被
等
を
宝
く
じ

の
助
成
金
に
よ
り
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
に
行
わ
れ
た
お
祭
り
で
は
、

大
勢
の
小
学
生
や
保
育
園
児
が
新
調

し
た
御
輿
を
曳
き
、
大
人
達
も
新
し

い
法
被
を
着
て
区
内
を
一
巡
し
、
盛

大
な
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
文
化
が
継
承
さ
れ
、

地
域
の
連
帯
感
の
深
ま
り
と
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
「
減
量
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
や
「
一
般
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

等
５
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
選
択
で

き
ま
す
。

　

健
康
館
の
ロ
ビ
ー
は
暖
房
が
使
用

で
き
ま
す
。
運
動
の
機
会
が
減
る
こ

れ
か
ら
の
季
節
、
運
動
不
足
の
解
消

と
運
動
習
慣
の
維
持
の
た
め
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

一
般
利
用
の
方
は
、
管
理
者
が
行

う
運
動
方
法
講
習
会
の
受
講
が
必
要

で
す
。
講
習
会
の
開
催
日
程
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
を

　
　
　

実
施
し
ま
し
た
!!

筑
北
村
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記
録

２
，
０
０
０
日
達
成
！

①
村
職
員
・
消
防
団
幹
部
非
常
参
集

　

訓
練

　

朝
６
時
～
８
時
の
間
に
災
害
が
発

生
し
、
職
員
非
常
配
備
が
必
要
と
な

っ
た
と
想
定
し
、
事
前
に
参
集
時
間

を
職
員
に
知
ら
せ
ず
に
電
話
連
絡
に

よ
る
情
報
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

職
員
は
自
宅
あ
る
い
は
外
出
先
か

ら
一
番
近
い
最
寄
り
の
庁
舎
に
参
集

し
、
各
庁
舎
へ
の
参
集
状
況
を
把
握

し
、
非
常
時
の
緊
急
配
備
と
職
員
の

安
否
確
認
方
法
の
再
確
認
を
行
い
ま

し
た
。

②
村
民
避
難
訓
練

　

朝
８
時
の
災
害
発
生
放
送
と
と
も

に
、
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
の
一
時
避
難

場
所
へ
の
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

村
災
害
対
策
本
部
へ
の
避
難
人
数

等
の
情
報
伝
達
訓
練
は
昨
年
区
長
へ

配
備
し
た
無
線
機
を
使
用
し
、
区
内

の
避
難
・
被
害
状
況
伝
達
を
今
年
度

新
た
に
区
役
員
へ
配
備
し
た
簡
易
デ

ジ
タ
ル
無
線
機
を
使
用
し
行
い
ま
し

た
。

③
各
自
主
防
災
組
織
等
独
自
訓
練

　

村
民
避
難
訓
練
及
び
災
害
対
策
本

部
へ
の
情
報
伝
達
訓
練
を
行
っ
た
あ

と
、
自
主
防
災
組
織
等
に
よ
る
初
期

消
火
訓
練
等
を
計
画
し
て
い
た
だ
き
、

各
組
織
及
び
区
ご
と
に
訓
練
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
反
省
と
今
後
の
課
題

　

今
回
の
訓
練
で
得
ら
れ
た
多
く
の

課
題
等
は
、
今
後
の
村
の
防
災
体
制

の
構
築
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
主
防
災
組
織
や
区
に

お
い
て
の
無
線
使
用
方
法
や
避
難
経

路
・
要
援
護
者
の
避
難
方
法
の
見
直

し
な
ど
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
反
省
と
課
題
も
村
と
自

主
防
災
組
織
及
び
区
と
一
緒
に
な
り
、

今
後
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

訓
練
の
実
施
に
関
し
て
当
日
は
、

悪
天
候
の
中
、
多
数
の
村
民
の
ご
参

加
・
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
皆
様

に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

ス
ム
ー
ズ
な
行
動
に
よ
り
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
自
主
防

災
組
織
の
結
成
・
見
直
し
が
必
要
で

あ
り
、
災
害
時
に
活
動
し
や
す
い
自

主
防
災
組
織
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
訓
練
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
整
備
し
ま
し
た

　

本
城
地
域
の
西
条
区
防
災
会
で
は
、

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
が
実
施
す
る
、
宝
く
じ
の
助
成

金
（
地
域
防
災
組
織
育
成
事
業
）
で
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
発
電
機
、
灯
光
器
等

の
防
災
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
に
よ
り
、
地
域
の
防
災

意
識
や
防
災
組
織
力
が
高
ま
り
、
協

力
し
合
う
体
制
づ
く
り
が
整
い
、
自

主
防
災
組
織
の
中
核
と
な
る
共
助
の

役
割
が
向
上
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
9
月
27
日
を
も
っ
て
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
，
０
０
０
日
を

達
成
し
、
長
野
県
交
通
安
全
運
動
推

進
本
部
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
様
の
日
頃
の
交
通
安
全

に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
あ
っ
て

の
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
死
亡
事
故
の
み

な
ら
ず
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
と
安
全
運
転
の
実

践
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
祭
り
用
備
品
の
整
備

防
災
備
品
の
整
備

人
権
擁
護
委
員
が

　
　
　
　
　
替
わ
り
ま
し
た

西
澤　

高
貴
さ
ん
（
筑
北
村
坂
井
）

法
務
大
臣
委
嘱　

10
月
１
日
～

（
山
口
勝
人
さ
ん
の
後
任
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、「
差
別
を
受

け
た
」、「
暴
行
・
虐
待
を
受
け
た
」、

「
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け

た
」、「
い
じ
め
・
体
罰
を
受
け
た
」、

「
名
誉
毀
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

を
受
け
た
」
な
ど
の
と
き
に
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　

特
設
人
権
相
談
の
ほ
か
、
ご
相
談

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
℡
66
―
２
１
１
１
）
ま
で

■
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

◆
「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」

　

０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

◆
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

（
受
付
時
間　

平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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千
葉
市
農
山
村
留
学

を
実
施
し
ま
し
た

　

８
月
23
日
（
金
）
～
26
日
（
月
）

ま
で
３
泊
４
日
の
日
程
で
本
村
に
農

山
村
留
学
し
た
の
は
、
平
成
24
年
度

と
同
じ
、
千
葉
市
立
あ
す
み
が
丘
小

学
校
と
千
葉
市
立
土
気
南
小
学
校
の

２
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
27
名
、
計
54
名

の
６
年
生
で
す
。

  

期
間
中
は
来
村
し
た
初
日
の
23
日

か
ら
24
日
の
朝
ま
で
は
雨
天
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
観
郷
ウ
ォ
ー

ク
（
屋
内
）、
魚
つ
か
み
体
験
、
４

～
７
名
の
グ
ル
ー
プ
分
か
れ
て
10
軒

の
ご
家
庭
に
１
泊
し
て
、
農
業
体
験

や
文
化
体
験
等
の
活
動
を
通
じ
て
当

地
域
と
の
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

  

子
ど
も
た
ち
は
、
農
村
で
の
生
活

が
初
め
て
の
体
験
で
、
留
学
初
日
は

不
安
そ
う
な
顔
が
見
え
隠
れ
し
て
い

ま
し
た
が
、
様
々
な
出
逢
い
や
体
験

を
通
じ
て
、
最
終
日
に
は
表
情
も
逞

し
く
活
き
活
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

  

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭

を
は
じ
め
、
各
種
体
験
等
に
携
わ
っ

た
方
々
に
つ
い
て
は
、
準
備
か
ら
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
入
家
庭
の
方
の
声

○
今
年
は
１
泊
だ
け
だ
っ
た
の
で
少

し
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
。
昨
年

の
様
に
２
泊
の
方
が
せ
っ
か
く
慣

れ
て
す
ぐ
別
れ
る
よ
り
有
意
義
で

充
実
し
た
交
流
が
出
来
る
と
思
い

ま
す
。

○
素
直
な
子
供
達
で
し
た
。
各
自
の

家
で
は
小
さ
な
家
庭
風
呂
の
為
か

大
き
な
お
風
呂
が
い
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
坂
北
荘
へ
連
れ
て
行

っ
た
ら
大
喜
び
で
し
た
。

○
良
か
っ
た
の
は
、
子
供
達
と
す
ぐ

に
打
ち
解
け
て
、
友
達
・
家
族
感

覚
で
遊
べ
た
こ
と
、
都
会
で
は
経

験
出
来
な
い
初
め
て
の
体
験
で
あ

っ
た
こ
と
、
お
米
は
お
い
し
い
し
、

野
菜
も
新
鮮
で
大
変
喜
ば
れ
た
こ

と
で
す
。
残
念
だ
っ
た
の
は
、
雨

天
の
為
、
畑
作
業
を
準
備
し
て
あ

り
ま
し
た
が
、
畑
に
入
れ
ず
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
掘
り
等
の
土
に
触
れ
る

作
業
を
経
験
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。

○
千
葉
市
農
山
村
留
学
の
時
期
は
、

農
作
業
が
余
り
な
く
て
困
る
。
千

葉
市
の
側
の
事
情
も
あ
る
と
お
も

い
ま
す
が
、
旧
村
の
時
の
よ
う
に

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
の
ほ
う

が
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宿
泊
施
設
の
大
部
屋
に
詰
め

込
ま
れ
る
よ
り
は
、
せ
っ
か
く
な

の
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
２
泊
が
望

ま
し
い
。

○
平
成
15
年
か
ら
農
山
村
留
学
を
受

け
入
れ
て
い
る
が
、
今
回
我
が
家

に
ス
テ
イ
し
た
グ
ル
ー
プ
は
今
迄

の
中
で
も
グ
ル
ー
プ
の
助
け
合
い

や
ま
と
ま
り
、
積
極
性
と
礼
儀
正

し
さ
、
元
気
度
合
等
が
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
し
た
。
学
校
側
や
千
葉
市

の
フ
ォ
ロ
ー
と
対
応
も
非
常
に
細

や
か
で
受
け
入
れ
側
と
し
て
は
大

変
や
り
易
か
っ
た
。

○
都
会
生
活
ば
か
り
の
小
学
生
に

と
っ
て
、
親
元
を
離
れ
て
の
田
舎

に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

○
は
じ
め
て
受
け
入
れ
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
予
想
し
て
い

た
よ
り
も
、
大
変
さ
を
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
し
、
親
戚
の
子
供
達
が

遊
び
に
来
た
様
な
感
じ
で
楽
し
か

っ
た
で
す
。
子
供
達
は
田
舎
の
生

活
、
自
然
、
全
て
が
目
新
し
い
事

の
様
で
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
反

省
と
し
て
は
、
も
う
少
し
計
画
的

に
多
く
の
事
を
体
験
さ
せ
ら
れ
る

様
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
お

く
べ
き
だ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
し

た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た

子
ど
も
の
声

○
お
や
き
を
作
る
の
は
人
生
で
初
め

て
で
、
生
地
に
野
沢
菜
や
あ
ん
こ

を
つ
め
る
の
が
思
っ
て
い
た
よ
り

も
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
つ
つ

む
の
は
上
手
く
い
っ
た
と
思
っ
て

も
、
蒸
し
た
時
に
割
れ
て
し
ま
っ

た
り
し
て
、
お
や
き
を
作
る
の
は

む
ず
か
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

○
畑
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
収
穫

を
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
特
に

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
す
ご
く
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

体
験
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
人

生
に
大
変
役
立
つ
体
験
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ご
両
親
や
先
生
方
、

受
入
家
庭
の
我
々
に
と
っ
て
も
都

会
と
田
舎
の
交
流
や
、
今
後
の
子

供
達
へ
の
教
育
の
か
か
わ
り
方
を

考
え
る
大
変
良
い
機
会
で
す
。
今

後
も
多
い
に
機
会
を
増
や
し
て
充

実
し
た
も
の
に
し
て
下
さ
い
。

○
私
は
受
入
れ
の
心
得
と
し
て
、
生

徒
が
人
生
の
一
駒
を
過
ご
す
中
で
、

来
村
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
に
努
力
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
い
ま
す
。
規
律
あ
る
中
に
、

自
由
と
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
体
験

○
ぎ
ょ
う
ざ
作
り
を
し
た
り
、
ロ
ケ

ッ
ト
花
火
を
し
た
り
と
っ
て
も
楽

し
い
活
動
で
し
た
。
や
る
事
す
べ

て
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た
り
、
と
っ
て

も
楽
し
い
事
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、

初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

○
夕
食
も
お
い
し
か
っ
た
し
、
か
ざ

り
か
ぼ
ち
ゃ
の
絵
づ
け
体
験
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
本
当
に
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
体
験
し
、
そ
の
中
で

も
め
っ
た
に
体
験
の
で
き
な
い
農

業
体
験
、
都
会
だ
と
畑
は
め
っ
た

に
見
れ
な
い
の
で
き
ち
ょ
う
な
体

験
で
し
た
。
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 除雪の目的

　除雪は、降雪時や路面凍結時に通行車両
がスタッドレスタイヤやチェーンなどの安
全装置を装着し、路面状況に応じた運転をお
こなっている場合の交通の安全確保、特に通
勤通学の交通を確保するために行います。

 除雪基準

村　　道…各総合支所前 10㎝以上
国・県道…10㎝以上（路線により異なる場合
　　　　　　　　　　があります。）
昨年と同じ路線を除雪します。

 住民の方への塩カル配布について

　安全な道路交通を確保するために、道路
の凍結部分等に散布する場合及び公共施設
の駐車場等の凍結部分に散布する場合に、
本城地域については建設課、坂北、坂井地
域においては各総合支所村民課窓口で配布
します。

 除雪に関するお願い

〇　自動車の路上駐車は、除雪作業の妨げ
になりますので、ご遠慮ください。

〇　除雪は、限られた除雪機により主要道
路から行なうため、地区によっては除雪
が遅くなる場合がありますがご理解くだ
さい。

〇　除雪の実施により、道路の両側にはど
うしても除雪した雪が残ってしまいます。
除雪作業の時間によっては、住宅の出入
口や他道路の交差点部分について、皆さ
んの除雪作業後に、再度、雪を残してい
く場合があります。その際は、お手数で
も残った雪の除雪について、ご理解、ご
協力をいただくようお願いいたします。

 冬期通行規制（全面通行止め）予定  

①一般県道真田新田線
　　筑北村真田～上田市新田（上田市境）
　　平成25年12月 2日（月）午前11時から
　　平成26年 4月15日（火）午後３時まで

②一般県道聖高原千曲線、聖高原杉崎線
　　麻績村聖高原（一本松峠）～

　　　　筑北村上永井（大野田生金）
　　平成25年12月 2日（月）午前11時から
　　平成26年 4月14日（月）午前11時まで

　※　道路状況により、期間が変更になる
　　場合があります。
　
　　　なお、村道冠着線は落石の危険があ
　　るため、通年全面通行止めになっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【お問い合わせ先】

◇村道の除雪に関すること
　建設課 建設係（電話 66－2111）
　または各総合支所 村民課

◇国道、県道の除雪に関すること
●平日（8:30～17:15）
　県松本建設事務所 維持係

　電話40－1965
●夜間・土日・祝祭日
　松本合同庁舎警備員　

　電話47－7800
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         

❄❄❄❄❄❄ 除雪について ❄❄❄❄❄❄

　村では村内の集合処理区域外において、合併浄化槽の設置による水洗化を推進しています。設置は、
受益者の方からの分担金、国からの補助金、村費により村が実施いたします。

◎　村が行うのは、合併浄化槽本体の設置です。
宅内のトイレ、風呂や流し台の改修、宅内から合併浄化槽までの流入管、合併浄化槽から水路な
どまでの放流管の設置は、個人が村の指定業者へ依頼し、費用も全額自己負担となります。（下
記の住宅リフォーム等補助金が利用できます。）

◎　受益者の方の分担金は、村が行う設置工事費の 30％です。
設置工事費は、各世帯の人員・建物の延床面積（人槽）、車両の乗入れの有無（加重）、かさ上げ・
放流ポンプ必要の有無（こう配）によって違ってきます。
村が行う設置工事費が 130 万円であった場合、その 30％の 39 万円が分担金となります。　

◎　浄化槽法第７条に伴う検査手数料 12,000 円は自己負担です。
設置した浄化槽の使用開始から 6 ヶ月以内に法定検査が義務づけられており、検査料は自己負担
となります。この検査は設置後、1 回のみです。

◎　浄化槽法第１１条検査と合併浄化槽（本体）の維持管理は村が行います。
毎年の法定検査（適正に汚水が処理されているかの検査）、それに伴う管理・清掃（汚泥のくみ
取り）・修繕（ブロワーの交換など）は村が行いますので、個人負担はありません。

◎　使用料
毎月、基本料金 1,050 円に水道の使用量に応じた使用料を足した金額を収めていただきます。
　例）水道使用量が15㎥の場合（1㎥～10㎥まで1㎥あたり50円、10㎥～40㎥まで1㎥あたり150円）
　　   基本料 1,050 円 +（10㎥× 50 円）+（5㎥× 150 円）＝ 2,300 円

◎住宅リフォーム等補助金制度について
  上記の合併浄化槽設置にともなうリフォームで村の住宅リフォーム等補助金が利用できます。
  村内業者に依頼し、住宅建物内の浴室・台所・トイレ等水まわりのリフォーム、給湯器の設置・
交換工事（工事費のみが対象で、浴槽・システムキッチン等・便器等・給湯器の本体に係る費用
は対象外）、給排水設備工事などが補助対象工事となります。このほかに補助対象となるリフォ
ーム等がありますので、下記連絡先へお問合せください。
  補助金額は、対象工事費の 20％の 1 万円未満を切り捨てた額で、上限は 15 万円です。村の住
宅リフォーム補助金制度による補助は、1 住宅に対し 1 回限りです。
  補助金の申請は、工事着工の２週間前までに役場産業課商工観光係へ提出をお願いします。申
請書は、役場窓口または村内業者で持っています。申請書に添付していただくのは、見積書の写し、
工事箇所の写真及び図面、村税の納税証明書または納税状況閲覧同意書になります。

                       お問合せ及び申請書提出先
                       筑北村役場坂井総合支所  産業課商工観光係  電話  67-2002

※集合処理区域内（集落排水）の皆様におかれましても、下記の補助金が活用できますので、
　水洗化にご協力をお願いいたします。

快適な暮らしと、清らかな流れを（合併浄化槽を設置しましょう）
（申込・問合先）　建設課上下水道係　TEL66-2111

26年3月までに合併浄化槽の設置希望がある方は、お早めに建設課上下水道係までご相談下さい。
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Ⅰ　

調
査
の
概
要

　

1　

調
査
の
目
的

　

義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水

準
の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、
全
国

的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
生
活
習

慣
・
学
習
環
境
等
に
関
す
る
状
況
を

把
握
・
分
析
し
、
教
育
施
策
の
成
果

と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
取
組

を
通
じ
て
、
教
育
に
関
す
る
継
続
的

な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ

の
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善

等
に
役
立
て
る
。

　

2　

実
施
日　

平
成
25
年
4
月
24
日（
水
）

　

3　

対
象
学
年
村
内
3
小
学
校
第
6

　
　
　

学
年
・
聖
南
中
学
校
第
3
学
年

 

Ⅱ　
「
全
国
学
力
調
査
」
の
状
況

　

1　
教
科
に
関
す
る
調
査
（
国
語
、
算
数
・
数
学
）

　

（1）　

Ａ
問
題
の
内
容

　

ア　

身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ

　

ば
後
の
学
年
等
の
学
習
内
容 

　

に
影
響
を
及
ぼ
す
内
容

　

イ　

実
生
活
に
お
い
て
不
可
欠

　

で
あ
り
、
常
に
活
用
で
き
る

　

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

　

望
ま
し
い
知
識
・
技
能
等

　

（2）　

Ｂ
問
題
の
内
容

　

ア　

知
識
・
技
能
等
を
実
生
活

　

の
様
々
な
場
面
に
活
用
す
る

　

力

　

イ　

様
々
な
課
題
解
決
の
た
め

　
　

の
構
想
を
立
て
、
実
践
し
、

　

評
価
・
改
善
す
る
力
等

　

2　

主
と
し
て
、「
知
識（
Ａ
）」に
関
す
る

　
　
　

調
査
結
果

　

（1）　

小
学
校
は
、「
国
語
Ａ
」「
算

数
Ａ
」
と
も
に
、
基
礎
・
基
本
の

定
着
は
、
全
国
の
平
均
正
答
率
と

比
べ
て
、
同
等
で
あ
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。

※
「
平
均
正
答
率
」
と
は
、
国
語
、
算

数
・
数
学
の
平
均
正
答
数
を
設
問
数

で
割
っ
た
値
の
百
分
率
の
こ
と
で
あ
る
。

※｢

同
等
で
あ
る｣

と
は
、
全
国
の
平

均
正
答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北
村
の

各
教
科
ご
と
の
平
均
正
答
率
が
、
±

5
ポ
イ
ン
ト
以
内
の
状
況
に
あ
る
こ
と

を
表
し
て
い
る
。

　

（2）　

中
学
校
も
、「
国
語
Ａ
」「
数

学
Ａ
」と
も
に
、
基
礎
・
基
本
の
定

着
は
、
全
国
の
平
均
正
答
率
と
比
べ

て
、
同
等
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

3　

主
と
し
て
、「
活
用（
Ｂ
）」に
関
す
る

　
　
　

調
査
結
果

　

（1）　

小
学
校
は
、「
国
語
Ｂ
」「
算

数
Ｂ
」
と
も
に
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
の
定
着
は
、
全
国

の
平
均
正
答
率
と
比
べ
て
、
同
等

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

（2）　

中
学
校
も
、「
国
語
Ｂ
」「
数

学
Ｂ
」
と
も
に
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
の
定
着
は
、
全
国

の
平
均
正
答
率
と
比
べ
て
、
同
等

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

Ⅲ　
「
全
国
学
力
調
査
」
か
ら
示
唆
さ 

 　
　

れ
た
こ
と

　

1　

小
学
校

　

（1）　

国　

語

　
　
「
書
く
こ
と
」
で
は
、
目
的
に

応
じ
て
資
料
を
読
み
、
分
か
っ
た

こ
と
を
的
確
に
書
く
こ
と
に
つ
い

で
話
し
合
う
活
動
が
よ
く
行
わ

れ
て
い
る
。

・
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
～

3
枚
の
感
想
文
や
説
明
文
を
書

く
こ
と
を
難
し
い
と
考
え
て
い

な
い
。

・
数
学
の
勉
強
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
好
き
で
あ
る
。

・
数
学
の
問
題
の
解
き
方
が
分
か

ら
な
い
と
き
は
、
諦
め
ず
に
い

ろ
い
ろ
な
方
法
で
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

ウ　

地
域
生
活

・
今
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事

に
進
ん
で
参
加
し
て
い
る
。

・
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る

問
題
や
出
来
事
に
関
心
が
あ
る
。

　

3　

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

　
　
　

ら
れ
る
こ
と

※
「
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
は
、

全
国
と
比
べ
て
5
ポ
イ
ン
ト
以
上
望
ま

し
く
な
い
生
活
等
が
見
ら
れ
る
状
況

　
　

（1）　

小
学
校
第
6
学
年

　
　
　

ア　

家
庭
生
活

・
学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
、
普

段
（
月
～
金
曜
日
）
、
一
日
当

た
り
の
学
習
時
間
は
、
2
時
間

よ
り
少
な
い
。

・
土
曜
日
や
日
曜
日
な
ど
の
休
み

の
日
の
一
日
当
た
り
の
学
習
時

間
も
、
2
時
間
よ
り
少
な
い
。

　
　
　

イ　

学
校
生
活

・
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
～

3
枚
の
感
想
文
や
説
明
文
を
書

く
こ
と
を
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

・
学
校
の
授
業
等
で
、
自
分
の

考
え
を
他
の
人
に
説
明
し
た
り
、

文
章
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

ら
な
い
と
き
は
、
諦
め
ず
に
い

ろ
い
ろ
な
方
法
で
考
え
ら
れ
る
。

・
い
じ
め
は
、
ど
ん
な
理
由
が

あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

ウ　

地
域
生
活

・
今
、
住
ん
で
い
る
地
域
行
事
に

進
ん
で
参
加
し
て
い
る
。

・
土
曜
日
の
午
前
中
は
、
習
い
事

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
し
て

い
る
。

　
　

（2）　

中
学
校
第
3
学
年

　
　
　

ア　

家
庭
生
活

・
毎
日
、
同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に

寝
て
い
る
。

・
毎
日
、
同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に

起
き
て
い
る
。

・
家
の
人
と
普
段
（
月
～
金
曜

日
）
、
夕
食
を
一
緒
に
食
べ
て

い
る
。

・
土
曜
日
の
午
後
は
家
族
と
過
ご

し
て
い
る
。

・
普
段
（
月
～
金
曜
日
）
、
一
日

当
た
り
の
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、聞
い
た
り
す

る
時
間
が
2
時
間
よ
り
少
な
い
。

・
土
曜
日
や
日
曜
日
な
ど
学
校
が

休
み
の
日
に
、
一
日
当
た
り
2

時
間
以
上
勉
強
し
て
い
る
。

・
家
で
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て

勉
強
し
て
い
る
。

・
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

イ　

学
校
生
活

・
普
段
の
授
業
で
は
、
自
分
の
考

え
を
発
表
す
る
機
会
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。

・
普
段
の
授
業
で
は
、
生
徒
の
間

て
、
概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と
」「
読
む
こ
と
」
で
は
、ス
ピ
ー

チ
の
表
現
を
工
夫
し
た
り
、
俳
句

の
情
景
を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

（2）　

算　

数

　
　
「
数
と
計
算
」
で
は
、
示
さ
れ

た
位
ま
で
の
概
数
に
す
る
際
、
一

つ
下
の
位
の
数
を
四
捨
五
入
し
て

処
理
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
概
ね

理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
量
と
測
定
」
で
は
、

二
つ
の
数
量
関
係
の
求
め
方
を
記

述
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

2　

中
学
校

　
　

（1）　

国　

語

　
　
「
読
む
こ
と
」
で
は
、
目
的
に

応
じ
て
必
要
な
情
報
を
読
み
取
っ

た
り
、
文
章
の
展
開
に
即
し
て
内

容
を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

で
は
、
話
す
た
め
の
材
料
を
多
様

な
方
法
で
集
め
る
こ
と
に
課
題
が

あ
り
ま
す
。　
　
　

　
　

（2）　

数　

学

　
　
「
数
と
計
算
」
で
は
、
与
え
ら

れ
た
文
字
式
の
意
味
を
、
具
体
的

な
事
象
の
中
で
読
み
取
っ
た
り
、

二
元
一
次
方
程
式
の
意
味
を
理
解

し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
概

ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
図
形
」
で
は
、
角
の

二
等
分
線
の
作
図
の
方
法
を
、
図

形
の
対
称
性
に
着
目
し
て
見
直
す

こ
と
に
、
課
題
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

Ⅳ　
「
学
習
状
況
調
査
」
の
状
況

　

（2）　

中
学
校
第
3
学
年

　
　
　

ア　

家
庭
生
活

・
朝
食
を
食
べ
な
い
日
も
あ
る
。

・
家
で
、
学
校
の
授
業
の
予
習
を

あ
ま
り
し
て
い
な
い
。　
　

　

イ　

学
校
生
活

・
普
段
の
授
業
で
は
、
本
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
グ

ル
ー
プ
で
調
べ
る
活
動
を
あ
ま

り
行
っ
て
い
な
い
。　

 

Ⅴ　

今
後
に
向
け
て

　

1　

更
に
、伸
長
さ
せ
て
い
き
た
い
こ
と

　

（1）　
『
概
ね
規
則
正
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
小
中
学
生
』
は
、
基

礎
・
基
本
及
び
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
の
定
着
が
、『
概
ね
規
則

正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
な
い
小

中
学
生
』
に
比
べ
て
、
各
教
科
平

均
正
答
率
を
5
～
13
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
ま
す

の
で
、
家
庭
で
も
国
や
県
・
村
で

推
進
し
て
い
る
［
早
寝
、
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
］
運
動
の
状
況
づ
く
り

に
務
め
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

（2）　
『
家
で
、
自
分
で
概
ね
計
画

を
立
て
て
勉
強
し
て
い
る
小
中
学

生
』
は
、
基
礎
・
基
本
及
び
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
の
定
着

が
、『
家
で
、
自
分
で
概
ね
計
画

を
立
て
て
勉
強
し
て
い
な
い
小
中

学
生
』
に
比
べ
て
、
各
教
科
平
均

正
答
率
を
15
～
25
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
ま
す

の
で
、
家
庭
で
も
お
子
さ
ん
が
自

ら
学
習
に
取
り
組
む
状
況
づ
く
り

に
務
め
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

2　

更
に
、
改
善
を
図
り
た
い
こ
と

　

（1）　

土
・
日
一
日
当
た
り
2
時
間

　

1　

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る

　
　

質
問
紙
調
査

　

（1）　

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

　

ア　

学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学

　

習
環
境
、
生
活
の
諸
側
面
等

　

（2）　

学
校
に
対
す
る
調
査

　

ア　

指
導
方
法
に
関
す
る
取
組

　

や
人
的
・
物
的
な
教
育
条
件

　

の
整
備
の
状
況
等

　

2　
良
好
な
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

※
「
良
好
な
状
況
で
あ
る
」
と
は
、
全

国
と
比
べ
て
5
ポ
イ
ン
ト
以
上
望
ま
し

い
生
活
等
が
上
回
っ
て
い
る
状
況

　

（1）　

小
学
校
第
6
学
年

　
　
　

ア　

家
庭
生
活

・
午
後
十
時
よ
り
前
に
は
寝
て
い
る
。

・
午
前
六
時
半
ま
で
に
は
起
き
て

い
る
。

・
家
の
人
と
普
段（
月
～
金
曜
日
）、

夕
食
を
一
緒
に
食
べ
て
い
る
。

・
土
曜
日
の
午
後
は
家
族
と
過
ご

し
て
い
る
。

・
家
の
人
と
学
校
の
出
来
事
に
つ

い
て
話
を
し
て
い
る
。

・
家
で
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て

勉
強
を
し
て
い
る
。

・
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　

イ　

学
校
生
活

・
学
校
の
き
ま
り
を
守
っ
て
生
活

し
て
い
る
。

・
普
段
の
授
業
で
は
、
自
分
の
考

え
を
発
表
す
る
機
会
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。

・
普
段
の
授
業
で
は
、
学
級
の
友

達
と
の
間
で
話
し
合
う
活
動
が

よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。

・
算
数
の
問
題
の
解
き
方
が
分
か

以
上
家
庭
学
習
を
し
て
い
る
中
学

生
の
割
合
が
、
全
国
と
比
べ
て
比

較
的
高
い
も
の
の
、
小
中
学
生
と

も
に
普
段
（
月
～
金
）
の
家
庭
学

習
は
、
2
時
間
よ
り
少
な
い
こ
と

か
ら
、
各
学
校
で
は
家
庭
学
習
の

出
し
方
を
学
校
体
制
と
し
て
確
立

し
た
り
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ

る
見
届
け
を
工
夫
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
具
体
的
な
取
組
の
推

進
に
務
め
ま
す
。

　

（2）　

地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い

る
問
題
や
出
来
事
に
関
心
が
あ
る

小
中
学
生
の
割
合
が
比
較
的
高
い

こ
と
か
ら
、
地
域
の
活
動
や
行
事

等
へ
積
極
的
に
参
加
で
き
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
の
資
質
の
向

上
が
図
れ
る
「
幸
せ
は
こ
ぶ
『
筑

北
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
』」
の
具

体
的
な
取
組
の
推
進
に
務
め
ま
す
。

　

（3）　
「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て

い
る
」
と
回
答
し
た
小
中
学
生
の

割
合
が
、
昨
年
度
よ
り
伸
び
て
き

て
は
い
る
も
の
の
、
全
国
と
比
べ
て

依
然
と
し
て
低
い
こ
と
か
ら
、
小
中

学
校
を
通
し
て
、
働
く
こ
と
・
奉

仕
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
や
社

会
に
お
け
る
自
分
の
役
割
や
責
任

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
充
実
に
務
め
ま
す
。【
注
①
】

【

【
注
①
】「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
は
、
望

ま
し
い
職
業
観
・
勤
労
観
及
び
職

業
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
身
に

付
け
る
と
と
も
に
、
自
己
の
個
性

を
理
解
し
、
主
体
的
に
進
路
を
選

択
す
る
能
力
・
態
度
を
育
て
る
教

育
の
こ
と
で
あ
る
。

平
成
25
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て（
公
表
）

 

筑
北
村
教
育
委
員
会
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Ⅰ　

調
査
の
概
要

　
　
　
（
筑
北
村
教
育
委
員
会
公
表
参
照
）

 

Ⅱ　

｢

全
国
学
力
調
査｣
の
状
況

　

１　

主
と
し
て｢
知
識｣
に
関
す

る
問
題

　

｢

国
語
Ａ｣

｢

数
学
Ａ｣

と
も
に
、

基
礎
・
基
本
の
定
着
は
、
全
国
平
均

正
答
率
と
比
べ
て
同
等
で
あ
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　

２　

主
と
し
て｢

活
用｣

に
関
す

る
問
題

　

｢

国
語
Ｂ｣

｢

数
学
Ｂ｣

と
も
に
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
定

着
は
、
全
国
平
均
正
答
率
と
比
べ
て

同
等
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

Ⅲ　

｢

全
国
学
力
調
査｣

か
ら
示
唆

　
　

 

さ
れ
た
こ
と

　

１　

国
語

　

｢

読
む
こ
と｣

で
は
、
文
章
の
展

開
に
即
し
て
内
容
を
捉
え
た
り
、

｢

書
く
こ
と｣

で
は
、
伝
え
た
い
事

柄
を
明
確
に
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、｢

伝
統
的
な
言
語
文
化
と

国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項｣

で
は
、

敬
語
の
働
き
や
比
喩
を
用
い
た
表
現

に
つ
い
て
も
概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

２　

数
学

　

｢

数
と
式｣

で
は
、
基
礎
的
な
計

算
力
が
概
ね
定
着
し
て
い
ま
す
。

｢

図
形｣

で
は
、
空
間
に
お
け
る
直

線
の
位
置
関
係
や
体
積
の
比
較
に
つ

い
て
、
概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、｢

関
数｣

や｢

資
料
の
活

用｣

で
は
、
事
柄
を
数
学
的
に
捉
え

る
こ
と
に
、
課
題
が
あ
り
ま
す
。

 
Ⅳ｢

学
習
状
況
調
査｣

の
状
況

　

１　

良
好
な
状
況
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と

　
　
　

ア　

家
庭
生
活

・
起
床
就
寝
時
間
が
一
定
で
、

比
較
的
十
分
な
睡
眠
時
間
を

と
っ
て
い
る
。

・
家
の
人
と
普
段
（
月
～
金
曜

日
）
夕
食
を
一
緒
に
食
べ
て

い
る
。

・
も
の
ご
と
を
最
後
ま
で
や
り

遂
げ
る
う
れ
し
さ
を
感
じ
て

い
る
。

　

イ　

学
校
生
活

・
学
校
の
規
則
を
守
っ
て
い
る
。

・
友
達
に
伝
え
た
い
こ
と
を
上

手
く
伝
え
る
事
が
で
き
る
。

・
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

学
習
」
を
、
普
段
の
生
活
や

社
会
に
出
た
と
き
に
役
立
つ

と
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
国
語
の
授
業
で
、
目
的
に
応

じ
て
資
料
を
読
み
、
自
分
の

考
え
を
話
し
た
り
、
書
い
た

り
し
て
い
る
。

・
数
学
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

・
数
学
の
解
き
方
が
わ
か
ら
な

い
と
き
は
、
諦
め
ず
に
い
ろ

い
ろ
な
方
法
を
考
え
る
。

　

２　

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と

　
　
　

ア　

家
庭
生
活

・
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
３
時
間
以
上
見
て
い
る
。

・
学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
、

普
段
（
月
～
金
曜
日
）
の
一

日
あ
た
り
の
学
習
時
間
が
２

時
間
よ
り
少
な
い
。

・
土
曜
日
や
日
曜
日
な
ど
の
一

日
の
学
習
時
間
が
３
時
間
よ

り
少
な
い
。

・
家
で
学
校
の
授
業
の
予
習
を

あ
ま
り
し
て
い
な
い
。

・
家
の
人
と
将
来
の
こ
と
に
つ

い
て
あ
ま
り
話
さ
な
い
。

　
　
　

イ　

学
校
生
活

・｢

友
達
が
悪
い
こ
と
を
し
た

と
き
注
意
す
る
か｣

に
対
し

て
、｢

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

当
て
は
ま
ら
な
い｣

と
回
答

し
て
い
る
。

 

Ⅴ　

今
後
に
向
け
て

　

１　

更
に
、
伸
張
さ
せ
て
い
き
た

い
こ
と

・
概
ね
規
則
正
し
い
生
活
を
お

く
っ
て
い
る
こ
と
。

・
学
校
、
家
庭
で
の
活
動
に
役

割
と
責
任
を
持
ち
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。

・
学
校
の
規
則
を
守
り
、
落
ち

着
い
た
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
こ
と
。

　

２　

更
に
、
改
善
を
図
り
た
い
こ

と
・
家
庭
学
習
の
時
間
の
確
保
と
、

内
容
や
質
の
向
上
（
予
習
の

重
視
等
）
を
図
る
こ
と
。

・
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
や
ゲ
ー
ム
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
メ
デ

ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
を
自
ら

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
を
付

け
て
い
く
こ
と
。

・
幼
い
頃
か
ら
の
親
密
な
人
間

関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

時
に
は
遠
慮
な
く
注
意
が
で

き
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
を

す
る
こ
と
。

平
成
25
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て（
筑
北
中
学
校
）

麻
績
村
筑
北
村
学
校
組
合
教
育
委
員
会 

11月は、糖尿病予防・重症化予防強化月間です

　国は、医療費の増加を是正するために、糖尿病予防を重視しています。
糖尿病とは、膵臓から出インスリンというホルモンの作用不足によって、血糖値
が高くなる病気です。
　血管は長いこと高血糖の状態にさらされていると（砂糖漬け状態）、血管を作る
細胞が傷ついてしまい、動脈硬化になってしまいます。
　糖尿病の方が心筋梗塞や、脳梗塞・腎不全になりやすいのはこのためです。

筑北村国保では、糖尿病の治療率が長野県下で１位です。

　特定健診（筑北村国保）の結果では、58％の方が体に取り入れた糖分をうまく
処理しきれていない、“糖代謝異常者 ”です。
　何かしら地域で血糖値が高くなるような、原因があるのでしょうか？

　村全体（地域）や個人の家庭の食環境等を考えてみませんか？

　間食として摂る物に意外に糖分の多い物があります。

　☆１日の目安となる糖分の量：60歳以上は   10g
　　　　　　　　　　　　　　　  5歳までは   10g
　　　　　　　　　　　　　　　  6歳～8歳は 15g
　　　　　　　　　　　　　　　  他は　　　   20g以下です
　　スポーツ飲料500ml中の砂糖の量は　　  35g
　　あんパン・ジャムパン等の砂糖の量は　 約50ｇです！！

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

～
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て
～

　

国
お
よ
び
村
で
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
女
性
特
有
が
ん
検
診
の
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
の
配
布
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
26
年
度
は
、
対
象
と
な

る
方
を
大
幅
に
縮
少
す
る
予
定
で
す
。

　

村
限
定
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
、

既
に
利
用
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
大
勢
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
ま
だ

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
指
定
の
医
療

機
関
で
、
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で

に
、
是
非
、
検
診
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
子
宮
頸
部
が
ん
】

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
）
に
よ
る
感
染
、妊
娠
・

出
産
回
数
が
多
い
方
。

【
乳
が
ん
】

40
歳
以
上
（
特
に
40
代
）
の
方
、

出
産
し
て
い
な
い
方
、
血
縁
者

で
乳
が
ん
に
な
っ
た
人
が
い
る

方
、
乳
腺
腫
瘍
と
言
わ
れ
た
方
。

　

UUUUUUUUUUUUUUUUUUU

こんな方は、ご注意を！
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♨♨♨温泉施設年末年始営業のお知らせ♨♨♨

●下の表中、○印の部門は通常営業、×印の部門は終日休業となります。

◆差切峡温泉 坂北荘
（電話66-2223）

◆西条温泉 とくら （電話66-2114）

◆草湯温泉 冠着荘 （電話67-2216）

食堂 入浴 月　日 宿泊 宴会 食堂 入浴

12月26日(木) × × × 15:00から営業

× ○ 12月27日(金) × × × ○

× ○ 12月28日(土) × × × ○

× ○ 12月29日(日) ○ ○ ○ ○

× ○ 12月30日(月) +3,000円営業 ○ ○ ○

× 18:00まで営業 12月31日(火) +3,000円営業 × 14:00まで営業 18:00まで営業

× 18:00まで営業 1月 1日(水) +3,000円営業 × × 18:00まで営業

× ○ 1月 2日(木) +3,000円営業 ○ ○ ○

 1月 3日(金) +3,000円営業 ○ ○ ○

※状況により変更する場合がありますので、ご承知ください。

休　館　日

休　館　日

※1月2日は木曜日ですが営業し、翌日1月3日
金曜日を休館とさせていただきます。

【
特
産
品
担
当
活
動
内
容
】

［
九
月
］
産
業
課
転
作
確
認
参
加
。

地
元
カ
ン
パ
ニ
ー
「
ギ
フ
ト
商
品
化

セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
。「
ま
ん
だ
ら
の

庄
」「
坂
北
や
さ
い
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
現
場

体
験
。
筑
北
村
特
産
加
工
販
売
協
議

会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
勝
瀬
典
雄
先
生
と

の
打
ち
合
わ
せ
。「
筑
北
村
産
直
Ｍ

Ａ
Ｐ
」
取
材
・
作
成
。
ほ
っ
と
ス
テ

イ
対
応
。

 ［
10
月
］
筑
北
村
特
産
加
工
販
売
協

議
会
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
。
観
光

イ
ベ
ン
ト
用
お
か
き
（「
味
の
さ
か

い
」）
商
品
ラ
ベ
ル
作
成
。
筑
北
カ

ン
ト
リ
ー
協
議
会
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
作

業
参
加
。
相
澤
病
院
「
ふ
れ
あ
い

祭
」・
松
本
短
期
大
学
学
園
祭
物
販

参
加
。
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
協
会

主
催
「
第
３
回
か
あ
ち
ゃ
ん
塾
」
参

加
。
第
一
回
地
域
力
創
造
セ
ミ
ナ
ー

参
加
。
信
州
ち
く
ほ
く
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ツ
ー

リ
ズ
ム
定
例
会
議
出
席
。

坂
井
清
香
・
田
中
浩
司

【
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
】

　

村
づ
く
り
推
進
室
に
所
属
し
て
い

る
高
橋
・
滝
沢
は
、「
里
の
駅
」
デ

ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
筑
北
村
の
未
来
を

み
ん
な
で
考
え
る
」
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
テ
ー

マ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
住
民
自
ら
が

地
域
の
こ
と
を
考
え
、
形
に
し
て
い

く
地
域
づ
く
り
。
こ
の
た
め
に
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
な

が
ら
、
今
は
ま
ず
地
域
の
こ
と
を
知

る
た
め
に
、
村
の
方
々
と
お
会
い
し

て
話
を
し
よ
う
と
、
積
極
的
に
村
内

に
出
か
け
て
い
ま
す
。
時
に
は
一
緒

に
農
作
業
を
し
な
が
ら
、
時
に
は
一

緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
が
ら
、
色
々

な
方
と
お
話
し
す
る
の
は
と
て
も
楽

し
く
、
ま
た
勉
強
に
な
り
ま
す
。
筑

北
村
の
未
来
の
た
め
に
、
そ
し
て
こ

こ
に
住
む
（
私
た
ち
も
含
む
）
人
た

ち
の
楽
し
い
生
活
が
ず
っ
と
続
い
て

い
く
よ
う
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
が
自
ら
「
里
の
駅
」
を
デ
ザ

イ
ン
（
計
画
）
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

筑
北
村
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
い
こ

う
！
と
い
う
趣
旨
で
、「
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
意
見
交
換
会
）」
を
十
一

月
か
ら
行
っ
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な

で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い
、
自

分
た
ち
の
拠
点
を
ど
う
す
る
か
を
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
村
づ
く
り
推
進
室

（
６
６
―
２
２
１
１
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
！

高
橋
桃
・
滝
沢
麻
理

［
ひ
と
こ
と
欄
］

　

去
る
10
月
28
日
に
麻
績
村
の
前
田

協
力
隊
員
と
麻
績
の
デ
イ
ケ
ア
施
設

で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
音
楽
を
中
心
に
し

た
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。（
田
中
）

　

捨
て
仔
猫
を
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

ひ
き
と
り
ま
し
た
。
相
棒
を
見
守
る

と
い
う
生
活
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
増
え

て
、
幸
せ
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
に

限
ら
ず
、
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。(

坂
井)

　

こ
こ
に
来
て
か
ら
、
お
ま
つ
り
、

山
で
の
宴
会
、
稲
刈
り
、
ゆ
り
の
出

荷
・
ワ
イ
ン
用
葡
萄
収
穫
の
お
手
伝

い
、ユ
ニ
ー
ク
な
飲
み
会
な
ど
、様
々

な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ま
す
。（
高
橋
）

　

最
近
土
曜
日
の
朝
に
決
ま
っ
て
玄

関
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
慌
て
て
出

て
い
く
と
、
近
所
の
方
が
野
菜
を
分

け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
少
し
び
っ
く

り
し
ま
す
が
嬉
し
い
で
す
。（
滝
沢
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告筑北村産直MAP

キックオフミーティングで
挨拶をする山岸清孝会長

須
永 

繭
（
す
な
が　

ま
ゆ
）

埼
玉
県
蓮
田
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
大
学
で
は
ス
ポ
ー
ツ
健
康
を

専
攻
し
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
後
は

保
育
士
資
格
を
取
得
し
て
保
育
園
に

勤
め
ま
し
た
。
こ
の
３
月
ま
で
は
小

学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
担
任
を
し

て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
親

子
の
体
操
教
室
を
持
た
せ
て
い
た
だ

き
、
親
子
揃
っ
て
心
も
身
体
も
元
気

に
な
れ
れ
ば
と
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

長
野
県
は
母
方
の
実
家
が
あ
り
、

小
さ
い
頃
か
ら
よ
く
遊
び
に
来
て
い

ま
し
た
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
所
で
暮

ら
し
た
い
と
い
う
想
い
を
ず
っ
と
持

ち
続
け
、
長
野
県
へ
越
し
て
き
ま
し

た
。
こ
ち
ら
で
は
農
作
業
を
思
う
存

分
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
も
ブ
ド
ウ
や
り
ん
ご
の
栽

培
の
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
も
ん
ぺ
を
は
い
て
、
外
で
身

体
を
動
か
し
、
土
に
触
れ
て
い
る
と

気
持
ち
が
い
い
で
す
。

筑
北
村
は
自
然
豊
か
で
、
夜
に
な

る
と
星
空
も
き
れ
い
に
見
え
て
嬉
し

い
で
す
。
ご
近
所
の
方
か
ら
も
お
野

菜
を
い
た
だ
い
た
り
と
、
あ
た
た
か

く
接
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

業
務
で
は
「
里
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
担
当
し
ま
す
。
地
域
の
方
と

の
話
し
合
い
を
重
ね
、
新
し
い
筑
北

村
を
つ
く
り
出
し
て
い
き
た
い
で

す
。
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の

方
ま
で
寄
り
集
ま
っ
て
、「
里
の
駅
」

が
み
ん
な
の
拠
り
所
に
な
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
坂
北
支
所
の
協
力
隊

は
私
を
含
め
て
三
人
に
な
り
ま
し
た
。

（「
ま
り
、
も
も
、
ま
ゆ
、
の
三
姉
妹
」

と
言
わ
れ
て
い
る
と
か　

笑
）

趣
味
は
一
人
旅
で
す
。
今
ま
で
に
、

沖
永
良
部
島
や
最
南
端
の
波
照
間
島

を
巡
り
ま
し
た
。
沖
縄
の
旅
で
出
逢

っ
た
「
三
線
」（
さ
ん
し
ん
）
を
弾

く
こ
と
が
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

は
「
涙
そ
う
そ
う
」
を
練
習
中
で
す
。

自
分
の
手
で
、
畑
で
野
菜
作
り
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

ま
ず
は
、
色
々
な
と
こ
ろ
へ
出
向

い
て
地
域
の
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

   

新
メ
ン
バ
ー
紹
介
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就
職
面
接
会
・
冬
の
陣

　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

長
野
県
内
の
最
低
賃
金
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
で
は
、
平
成

26
年
３
月
新
規
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
等
を
卒
業
予
定
の
方
及
び
卒
業

後
概
ね
３
年
以
内
の
方
を
対
象
に
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
名
称

　

就
職
面
接
会
・
冬
の
陣

◆
開
催
日
時

　

平
成
25
年
12
月
９
日
（
月
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◆
場
所

　

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

　

松
本
市
本
庄
１
―
２
―
１

　
（
０
２
６
３
―
37
―
０
１
１
１
）

◆
受
付
時
間

　

午
後
12
時
30
分
か
ら

　

事
務
所
の
人
事
担
当
者
と
直
接
面

　

談
が
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

　

電
話
０
２
６
３
―
31
―
８
６
０
０

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法

に
基
づ
き
、
国
が
賃
金
の
最
低
額
を

定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
金
額
以
上

の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
制
度
で

す
。

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て

の
労
働
者
と
、
労
働
者
を
一
人
で
も

使
用
し
て
い
る
全
て
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
、

平
成
25
年
10
月
19
日
か
ら
時
間
額
７

１
３
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
賃
金
の
確
認

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通

常
の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す

る
賃
金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び

家
族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
労
働
局 

労
働
基
準
部 

賃
金
室

電
話
（
代
表
）

０
２
６
―
２
２
３
―
０
５
５
５

11月は「労働保険適用促進強化期間」です！
　 労働保険は、雇用保険と労働保険の総称です。雇用保険は、労働者が失業した場合に再就職の促
進を図るため必要な給付や、事業主に対しては雇用調整助成金・特定求職者雇用開発助成金など各
種助成金の給付を行います。また、労災保険は、業務上あるいは通勤途上での災害について労働者を
保護するため必要な給付を行う国の保険制度です。
　厚生労働省では、労働保険に未加入の事業所を解消するため、強制加入手続きを盛り込んだ対策
を全国規模で実施しています。
　労働者を一人でも雇用している事業主は、法人・個人を問わず必ず労働保険に加入することが法
律で義務づけられています。したがって、働いている方の希望の有無にかかわらず必ず加入しなけ
ればなりません。
　労働者を雇用している事業主で、まだ労働保険に加入していない場合は、今すぐハローワークま
たは労働基準監督署で加入手続きをしていただきますようお願いします。

お問い合わせ先　　　　　ハローワーク松本　　         　電話 0263-27-0111
　　　　　　　　　　　　松本労働基準監督署　労災課　電話 0263-48-5693

平成25年度 信州まつもと空港 冬期利用促進助成金制度のお知らせ

　信州まつもと空港の冬期間の利用促進を図ることを目的に、期間内２名以上のグル
ープ等で信州まつもと空港を往復利用した方に助成金を交付します。

　◆期　　間　　平成25年11月１日(金)～平成26年２月28日(金)
　　　　　　　　
　◆助成金額　　全路線  往復  5,000円（１名あたり）

　◆申請期限　　平成26年3月7日(金)

　◆申請方法　　搭乗後（旅行終了後）、申請書等に個人名（団体券は対象外）の入った搭
　　　　　　　　乗券の半券を添付し、信州まつもと空港地元利用促進協議会事務局に
　　　　　　　　申し込んでください。詳しくは、下記問合せ先へお願いします。
　　　　　　　
　◆お問合せ先　信州まつもと空港地元利用促進協議会事務局
　　　　　　　　〒390-0874
　　　　　　　　松本市大手3－8－13　松本市役所観光温泉課内
　　　　　　　　電話34－8307　FAX34－3049　

FDA

0570-064-000

11月は児童虐待防止推進月間です。

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

さしのべた その手がこどもの 命綱
児童虐待とは

身体的虐待 殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、おぼれさせる　など

性的虐待 子どもへの性的虐待、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする　など

ネグレクト 家に閉じ込める、食事を与えない、不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気になっても
病院に連れて行かない　など

心理的虐待 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力を
ふるう　など

 お住まいの地域の児童相談所に電話をおつなぎします。

虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときやご自身が出産や子育てに悩んだときには、
児童相談所や市町村の窓口に連絡してください。

児童相談所
全国共通
ダイヤル
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裁判員制度～まもなく名簿記載通知を発送します!
☆　裁判員候補者名簿ができるまで
　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会が選挙人名簿からくじで無作為抽出した名簿
を基に、全国の地方裁判所で作成されます。
　平成 26 年分の名簿に登録される人数は、全国で 23 万 6500 人です（有権者全体に占める割合は、
約 440 人に 1 人）。

☆　裁判員候補者名簿記載通知について
　平成 26 年の裁判員候補者名簿に登録された方には、本年 11 月中旬に名簿に登録されたことの
通知（名簿記載通知）をお送りします。この通知は、来年 2 月ころから平成 27 年 2 月ころまでの
間に裁判所にお越しいただき、裁判員に選ばれる可能性があることを事前にお伝えし、あらかじ
め心づもりをしていただくためのものです。この段階では、まだ具体的な事件の裁判員候補者に
選ばれたわけではありませんので、すぐに裁判所にお越しいただく必要はありません。
　また、名簿記載通知と併せて調査票をお送りします。この調査票は、裁判員候補者の方の事情
を早期に把握し、調査票のご回答の内容により、1 年を通じて明らかに辞退が認められる場合等に
は裁判所にお越しいただくことのないようにして、裁判員候補者の方々の負担を軽減するためにお送
りするものですので、お尋ねする項目に当てはまらない方は、返送していただく必要はありません。
　辞退の申し出ができる時期や期間等に何らの制限を設けているわけではありません。
　この調査票で辞退を申し出なかった場合でも、実際の事件の裁判員候補者に選ばれた際にお送
りする質問票で辞退を申し出ていただくことも、又は裁判の当日（選任手続時）に辞退を申し出
ていただくことも可能です。
　裁判員制度にご理解、ご協力をお願いします。

☆　裁判員裁判に参加された裁判員のご意見・ご感想など
　裁判員裁判に参加された裁判員へのアンケートの結果によれば、参加する前は、「あまりやりた
くなかった」又は「やりたくなかった」と回答された方が合計 50.4% に上っていましたが、参加
した後では、合計 95.2% の方が「非常によい経験と感じた」又は「よい経験と感じた」と回答さ
れています。（平成 24 年度）

　裁判員制度ウェブサイトでは、裁判員制度の実施状況のほか、各地方裁判所の裁判員裁判の情報、
裁判員制度に関する Q&A など、様々な情報をお伝えしていますので、ぜひご利用ください。

裁判員制度ウェブサイト　http://www.saibanin.courts.go.jp/
※名簿記載通知や調査票、辞退を申し出ることができる事由などに関する情報はこちらへどうぞ

裁判所ウェブサイト　http://www.courts.go.jp/
※各地の裁判所のウェブサイトへは、こちらのウェブサイトよりどうぞ

筑北村
議会だより
平成25年11月15日発行

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7601
長野県東筑摩郡筑北村坂北 2187 番地
電話　0263-66-2211
FAX　0263-66-3656
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

本議会の映像は
筑北村ホームページから
ご覧になれます。

第48号

　

平
成
25
年
９
月
定
例
会
が
９
月
６

日
か
ら
17
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
認
定
及

び
条
例
改
正
・
予
算
関
係
等
、
32
件

に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
質
問

　
地
区
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

　

田
口
　
茂
　
議
員

質
問　

①
自
主
防
災
組
織
が
各
地
区

で
何
組
織
出
来
て
い
る
の
か
。
②
組

織
の
役
員
は
「
充
て
職
」
が
多
い
、

役
員
が
変
っ
て
い
く
と
防
災
意
識
が

低
下
し
て
い
く
。
③
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
に
、
防
災
講
座
を
開
催
す

る
計
画
を
伺
う
。

村
長　

①
自
主
防
災
組
織
結
成
の
意

義
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
質
問
の
通

り
だ
。
村
も
そ
う
い
う
方
向
を
目
指

し
て
地
区
の
防
災
組
織
結
成
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
き
た
が
、
現
在
21
区

あ
る
中
で
12
区
が
結
成
さ
れ
た
。
本

城
地
域
が
６
組
織
、
坂
北
地
域
が
５

組
織
、
坂
井
地
域
が
１
組
織
と
な
っ

て
い
る
。
残
る
９
地
区
に
つ
い
て
も

結
成
を
促
進
す
る
よ
う
に
働
き
か
け

を
継
続
し
て
い
る
。

　

②
自
主
防
災
組
織
の
役
員
の
実
態

は
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
区
の
役
員
が

柱
に
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
。
区
の
役

員
の
交
替
で
当
初
の
意
気
込
み
が
後

退
し
、
意
識
も
低
下
し
、
体
制
も
弱

体
化
す
る
こ
と
は
懸
念
さ
れ
る
の
で
、

ど
う
梃
入
れ
を
し
て
い
く
の
か
、
今

後
を
展
望
し
た
と
き
に
大
変
重
要
な

課
題
だ
と
考
え
る
。

　

③
育
成
事
業
の
開
催
は
、
当
面
は

県
の
出
前
講
座
と
か
、
松
本
広
域
消

防
局
に
お
願
い
し
て
初
期
消
火
訓
練

と
か
、
講
演
会
な
ど
の
企
画
を
織
り

込
み
な
が
ら
梃
入
れ
を
し
、
防
災
力

に
す
ぐ
れ
た
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

質
問　

①
災
害
基
本
法
の
改
正
案
で

は
、
緊
急
避
難
場
所
と
被
災
者
が
滞

在
す
る
避
難
所
を
区
別
し
安
全
基
準

に
合
う
施
設
を
指
定
し
て
あ
る
の
か
。

　

②
自
力
避
難
が
難
し
い
人
の
名
簿

を
作
成
し
、
名
簿
情
報
は
事
前
に
消

防
、
警
察
、
民
生
委
員
に
提
供
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

村
長　

①
自
主
防
災
計
画
の
中
で
は
、

避
難
場
所
を
指
定
し
て
あ
る
が
問
題

は
、
指
定
施
設
全
部
が
耐
震
補
強
工

事
を
し
て
安
全
な
施
設
で
あ
る
か
ど

う
か
と
い
う
と
、
ま
だ
不
十
分
な
施

設
が
あ
り
、
今
後
、
計
画
的
に
そ
の

整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

　

②
災
害
時
の
要
保
護
者
の
情
報
提

供
の
問
題
は
、
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
に

関
連
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
に
同

意
を
得
て
お
け
ば
、
情
報
提
供
が
で

き
る
の
で
担
当
課
と
社
協
で
連
携
を

し
て
進
め
て
い
る
。

質
問　

区
、
常
会
な
ど
に
加
入
し
て

い
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
中
で
地

域
防
災
組
織
を
通
じ
て
近
所
と
の
助

け
合
い
精
神
を
出
し
な
が
ら
常
会
離

れ
を
村
と
し
て
指
導
し
て
ほ
し
い
。

村
長　

残
念
な
が
ら
区
、
常
会
に
加

入
さ
れ
な
い
世
帯
が
あ
る
。

　

従
来
の
方
法
を
変
え
て
、
安
心
・

安
全
と
い
う
側
面
か
ら
も
加
入
の
意

義
を
話
し
て
、
加
入
促
進
に
努
め
て

い
き
た
い
。

村
長
公
約
に
つ
い
て

柳
澤
　
忠
　
議
員

質
問　

い
く
つ
か
の
公
約
を
掲
げ
て

村
長
に
就
任
し
四
年
が
過
ぎ
る
。
反

省
す
る
こ
と
は
な
い
か
。　

村
長　

公
約
や
議
会
で
答
弁
し
て
き

た
こ
と
に
つ
い
て
い
く
ら
立
派
な
文

章
を
掲
げ
て
も
絵
に
描
い
た
餅
で
は

だ
め
だ
。
そ
れ
を
ど
う
実
現
し
て
い

く
か
と
言
う
政
策
実
現
力
こ
そ
が
問

わ
れ
て
い
る
と
自
戒
し
て
き
た
。

　

議
会
９
月
定
例
会
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麻
績
村
と
の
連
携
強
化
か
ら

行
政
合
併
に
向
け
て

山
﨑
　
好
弘
　
議
員

質
問　

①
学
校
統
合
に
向
け
て
麻
績

村
と
、
協
議
を
続
け
て
い
る
。
筑
北

地
域
は
一
つ
で
一
体
で
あ
る
。
坂
井

小
学
校
と
麻
績
小
学
校
、
聖
南
中
学

校
と
筑
北
中
学
校
の
統
合
は
、
28
年

４
月
開
校
に
向
け
て
両
村
会
議
の
促

進
を
図
る
べ
き
だ
が
如
何
か
。

　

②
筑
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
両

村
の
運
営
で
あ
る
が
、
ご
み
な
ど
は

約
10
年
前
に
穂
高
広
域
施
設
組
合
に

加
入
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
１

市
１
町
４
村
の
構
成
で
あ
る
。
最
近
、

県
内
の
２
つ
の
民
間
業
者
の
最
終
処

分
場
に
持
ち
込
ん
で
い
る
焼
却
灰
の

一
部
を
来
年
度
は
、
県
外
の
業
者
に

委
託
す
る
方
向
で
検
討
を
始
め
た
。

　

将
来
の
方
向
と
し
て
、
ご
み
な
ど

の
迷
惑
施
設
は
、
自
区
内
で
処
理
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。　
　
　

　

平
成
17
年
10
月
11
日
に
新
村
筑
北

村
が
誕
生
し
て
８
年
目
に
な
る
。
節

目
10
年
を
目
指
し
て
、
筑
北
村
、
麻

績
村
と
の
合
併
の
早
期
合
意
を
望
む

が
如
何
か
。

村
長　

麻
績
村
を
含
め
て
、
筑
北
地

関
係
者
だ
け
が
食
べ
た
だ
け
で
、
近

在
の
住
民
は
豚
の
に
お
い
だ
け
い
た

だ
い
て
放
牧
豚
構
想
は
消
滅
し
た
。

う
ぐ
い
す
亭
に
つ
い
て

質
問　

二
年
前
の
一
般
質
問
で
、
赤

字
続
き
の
う
ぐ
い
す
亭
の
廃
止
を
提

案
し
た
。
答
弁
で
、
周
辺
は
健
康
ゾ

ー
ン
と
し
て
開
発
の
検
討
を
し
て
お

り
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
が

出
て
き
て
お
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ

て
検
討
が
進
ん
い
る
。
結
果
は
三
年

後
に
数
字
と
な
っ
て
現
れ
る
の
で
時

間
を
頂
き
た
い
と
答
弁
し
て
い
る
。

村
長　

住
み
込
み
で
頑
張
っ
て
く
れ

る
人
を
募
集
し
た
。
残
念
な
が
ら
応

募
な
し
。
現
在
営
業
は
休
止
し
て
い

る
。
し
か
し
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
庁
内
で
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

発
足
さ
せ
た
。
経
営
が
改
善
す
る
か

は
全
く
未
知
数
で
あ
る
。

と
思
っ
て
い
る
。
三
つ
目
に
は
種
を

ま
い
た
政
策
を
１
０
０
と
す
れ
ば
実

施
段
階
に
あ
る
の
が
約
75
％
、
成
果

を
収
め
つ
つ
あ
る
段
階
で
は
約
50
％

で
、
道
半
ば
の
状
態
で
の
成
果
と
し

て
申
し
あ
げ
て
も
良
い
と
考
え
て
い

る
。　
　

質
問　

実
質
交
際
費
比
率
が
11
・
４

％
に
下
が
っ
た
理
由
を
解
り
易
く
住

民
に
知
ら
せ
る
に
は
。

村
長　

村
の
収
入
の
中
で
借
金
を
返

す
割
合
が
10
％
軽
く
な
っ
た
と
い
う

事
で
あ
る
。
財
政
規
模
が
正
味
30
億

円
と
す
る
と
、
３
億
円
が
他
の
施
策

に
使
え
る
と
云
う
事
で
あ
る
。　
　

質
問　

次
期
村
政
へ
の
重
点
施
策
は
。

村
長　

一
つ
目
は
、
学
校
等
の
統
合

問
題
で
あ
る
。
本
城
、
坂
北
小
学
校

の
統
合
。
本
城
、
坂
北
保
育
園
の
統

合
は
議
会
で
議
決
さ
れ
た
。

　

二
つ
目
は
本
所
方
式
移
行
に
伴
う

役
場
支
所
の
再
編
問
題
。

　

三
つ
目
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定

の
推
進
で
あ
る
。
今
後
は
目
前
の
重

要
課
題
の
成
果
を
村
民
の
皆
様
に
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
、
都
市
と
の
交
流
で
潤
う
地

域
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
く
事
が
必
要

か
と
思
っ
て
い
る
。

麻
績
村
と
の
合
併

質
問　

麻
績
村
と
の
合
併
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

村
長　

公
約
で
は
、「
目
途
を
つ
け

る
」
と
申
し
上
げ
た
、
麻
績
村
長
と

の
信
頼
関
係
も
深
ま
り
本
音
で
話
会

え
る
状
況
に
な
っ
て
合
併
の
目
途
が

つ
き
つ
つ
あ
る
。

放
牧
豚
に
つ
い
て

質
問　
「
筑
北
の
放
牧
豚
は
お
い
し

い
、
特
産
化
に
向
け
て
関
係
者
が
試

食
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
村
長
は
手
ご

た
え
が
あ
っ
た
。
飼
育
面
積
を
増
や

し
村
の
特
産
化
に
期
待
す
る
と
言
っ

て
い
た
。
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

村
長　

ピ
ー
ア
ー
ル
は
出
来
た
が
後

に
続
く
よ
う
な
取
り
組
み
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
は
残
念
だ
。

質
問　

昨
年
の
一
般
質
問
の
答
弁
で

「
24
年
度
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、

25
年
度
は
放
牧
豚
飼
育
が
出
来
る
方

向
だ
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

村
長　

残
念
な
が
ら
現
段
階
で
は
放

牧
豚
飼
育
は
や
っ
て
い
な
い
。

質
問　

結
局
お
い
し
い
肉
は
村
長
や

域
は
一
つ
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
学

校
の
統
合
に
つ
い
て
は
全
く
同
感
で

あ
る
。
私
た
ち
は
子
供
た
ち
の
た
め

の
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
ど
う
整
備

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
、
両
村

会
議
を
鋭
意
積
み
重
ね
て
い
る
。
現

段
階
に
お
い
て
は
保
護
者
の
代
表
の

皆
さ
ま
が
、
こ
の
統
合
に
か
か
わ
る

学
校
施
設
な
ど
の
分
析
結
果
を
中
心

に
保
護
の
立
場
に
立
っ
た
検
討
を
深

め
て
い
る
。
28
年
４
月
開
校
を
目
指

し
て
具
体
策
を
詰
め
て
い
き
た
い
。

　

麻
績
村
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

我
々
が
直
面
し
て
い
る
課
題
の
多
く

が
麻
績
と
の
一
体
的
な
関
係
を
構
築

し
て
対
処
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
く

解
決
で
き
る
。
逆
に
い
う
と
そ
れ
を

抜
き
に
し
て
よ
り
よ
い
解
決
策
は
想

定
し
得
な
い
と
い
う
部
分
が
非
常
に

多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
全

体
の
発
展
と
村
民
益
を
実
現
す
る
た

め
に
、
麻
績
村
と
の
合
併
を
含
め
て

筑
北
地
域
は
一
つ
と
い
う
ス
ケ
ー
ル

で
考
え
な
い
と
メ
リ
ッ
ト
が
出
し
え

な
い
こ
と
が
多
い
。
合
併
し
て
後
２

年
で
、
10
年
に
な
る
。
３
村
合
併
の

メ
リ
ッ
ト
が
実
感
で
き
、
筑
北
地
域

は
一
つ
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
て

前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

　

ご
み
処
理
の
自
区
内
処
理
の
件
に

そ
の
他
の
公
約

　
質
問　

地
域
資
源
の
活
用
と
し
て
の

ジ
ビ
エ
、
冠
着
荘
プ
ー
ル
の
通
年
営

業
の
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
も
消
滅
し
、

福
祉
バ
ス
の
公
約
も
実
現
無
し
。
人

口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
言
っ
た

が
減
る
ば
か
り
。
麻
績
村
の
態
度
が

は
っ
き
り
し
な
い
学
校
統
合
問
題
は

8
月
に
筑
北
村
と
し
て
の
方
針
を
示

す
と
言
っ
た
が
そ
れ
も
な
し
。

　

以
上
で
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

　

村
政
一
期
目
の

　
　
　

成
果
と
課
題
は
何
か

　
　

前
山
　
栄
二
　
議
員

　
　質

問　

村
長
就
任
以
来
、
活
力
あ
る

元
気
な
村
づ
く
り
や
全
員
野
球
の
精

神
に
た
っ
た
村
民
協
働
の
輪
を
広
げ

村
政
運
営
を
担
っ
て
き
た
が
、
住
民

に
成
果
と
し
て
公
言
で
き
る
事
例
は

何
か
伺
う
。

村
長　

総
じ
て
道
半
ば
の
部
分
が
多

い
が
、
現
段
階
で
は
財
政
再
建
で
あ

り
当
初
21
・
６
％
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
実
質
公
債
費
比
率
を
11
・
４
％
ま

で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
事
。

つ
い
て
は
、
指
摘
の
よ
う
に
穂
高
広

域
自
体
で
処
理
で
き
ず
外
へ
持
ち
込

ん
で
い
る
。
原
則
は
自
区
内
処
理
で

す
が
、
筑
北
村
に
す
れ
ば
、
水
源
の

最
上
流
に
あ
る
地
帯
で
あ
る
た
め
、

受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ

こ
へ
お
願
い
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

24
年
度
単
年
度
で
は
９
％
台
ま
で
下

が
っ
て
い
る
の
は
、
建
設
計
画
、
過

疎
自
立
計
画
な
ど
で
う
た
っ
て
い
る

計
画
を
交
付
税
な
ど
で
前
倒
し
実
施

し
、
や
る
べ
き
事
を
や
り
な
が
ら
改

善
出
来
た
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
他
に
行
政
運
営

の
コ
ス
ト
を
さ
げ
る
努
力
も
し
な
が

ら
、
諸
々
の
成
果
が
象
徴
的
に
実
質

公
債
費
比
率
を
引
き
下
げ
た
と
い
え

る
。
特
別
会
計
を
除
い
て
一
般
会
計

で
保
有
し
て
い
る
道
路
、
橋
、
公

共
施
設
等
は
一
日
で
２
５
０
万
円

以
上
減
価
し
て
お
り
、
年
間
で
は

９
億
２
０
０
０
万
円
の
減
価
で
、
今

後
を
展
望
す
る
と
修
理
費
や
施
設
の

更
新
コ
ス
ト
も
更
に
発
生
す
る
大
変

な
状
態
の
中
で
村
政
運
営
を
担
っ
て

い
る
の
が
実
態
で
、
残
る
道
は
都
市

に
集
中
す
る
人
や
経
済
を
い
か
に
地

域
に
還
元
さ
せ
る
方
法
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
限
界
集
落
や
自
治
体
に
な
っ

て
い
く
そ
ん
な
感
じ
が
す
る
。
又
、

将
来
を
展
望
し
た
成
長
戦
略
の
基
本

は
、
麻
績
村
と
合
併
し
て
一
体
的
な

行
政
体
を
作
る
こ
と
が
最
大
の
要
件

だ
と
思
っ
て
い
る
。
二
つ
目
の
成
果

と
し
て
麻
績
村
と
の
連
携
、
協
調
が

順
次
進
展
し
両
村
の
信
頼
感
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
の
が
大
き
な
成
果
だ
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老
人
ク
ラ
ブ
会
員
高
齢
化
と

　
　
　
　
　

新
会
員
加
入
促
進

　

 

市
川
　
厚
夫
　
議
員

質
問　

毎
年
新
会
員
の
加
入
促
進
活

動
を
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
が
進
み

健
康
障
害
者
も
多
く
な
り
、
若
い
高

齢
者
の
加
入
が
少
な
く
、
役
員
の
な

り
手
が
い
な
い
悩
み
が
あ
る
。
社
協

で
事
務
局
を
行
っ
て
い
る
が
、
行
政

の
立
場
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
を

ど
う
考
え
る
か
尋
ね
る
。　

村
長　

老
人
ク
ラ
ブ
の
問
題
は
、
簡

単
で
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
構
成

の
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
60
歳
～
90
歳

ま
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
年
代
に
よ

っ
て
ニ
ー
ズ
が
違
う
と
い
う
の
が
実

態
だ
と
思
う
。
幅
広
い
年
代
層
の
ニ

ー
ズ
を
結
集
し
て
い
け
る
受
け
皿
と

し
て
の
、
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
を

考
え
た
と
き
に
、
地
域
の
美
化
活
動

を
す
る
レ
ベ
ル
で
は
、
気
持
ち
も
揃

う
と
思
う
が
、
そ
れ
以
外
の
活
動
に

な
る
と
年
代
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
も
違

う
し
、
魅
力
を
感
じ
る
テ
ー
マ
も
違

う
と
い
う
こ
と
で
、
運
営
す
る
側
か

ら
み
る
と
大
変
苦
労
し
て
い
る
と
思

う
。
60
代
の
方
の
気
持
ち
か
ら
す
る

と
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
呼
ば
れ
た
く
な

　

具
体
的
に
何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
を
訓
練
を
通
じ
て
習
得
し
た
り
、

日
常
の
活
動
の
中
で
常
に
認
識
で
き

る
よ
う
な
下
地
を
つ
く
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
面
で
村
の
総
合
防
災
訓
練
、
地
区

の
自
主
的
な
勉
強
会
、
研
修
会
、
先

進
地
の
視
察
な
ど
を
組
み
合
せ
、
全

体
の
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
具
体

的
な
対
応
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、

こ
の
面
に
情
熱
を
持
っ
た
経
験
知
識

の
あ
る
人
が
先
頭
に
立
て
る
よ
う
、

人
的
な
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
各
地

区
で
配
慮
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

自
主
防
災
組
織
が
地
区
に
根

差
す
ま
で
、
村
は
ど
の
様
な
支
援
を

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

村
長　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か

の
面
で
て
こ
入
れ
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
軸
に
な
る
の
は
、
職
員
集

落
担
当
制
を
通
じ
て
、
先
進
的
事
例
、

村
で
考
え
て
い
る
新
し
い
防
災
施
策

な
ど
の
情
報
を
伝
達
し
、
防
災
に
対

す
る
意
識
並
び
に
情
報
力
を
共
有
化

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
環

境
整
備
の
面
で
は
無
線
装
備
の
充
実

と
か
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
装
備
の

面
も
必
要
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

消
防
団
と
の
連
携
強
化
と
社
協
の
支

質
問　

推
進
協
議
会
の
第
１
回
目
は
、

８
月
22
日
に
開
催
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
的
と
趣
旨
説
明
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
進
め
方
の
確
認
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
に
よ
る

と
、
協
議
会
を
５
回
開
催
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
何
回
目
で
村
民

へ
周
知
す
る
か
を
伺
う
。

村
づ
く
り
推
進
室
長　

村
民
へ
の
周

知
は
、
協
議
会
開
催
後
、
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
で
周
知
す
る
。
そ
の
ほ
か
、

毎
月
の
各
戸
配
布
時
に
順
次
入
れ
て

い
く
。

質
問　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
３
回

開
催
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
が
、
そ
の

検
討
状
況
の
村
民
へ
の
周
知
は
い
か

に
。

村
づ
く
り
推
進
室
長　

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
、
進
み
具
合
の
状
況
に
よ
る
。

多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
場
な
の

で
、
推
進
協
議
会
で
整
理
し
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
ろ
す
項
目
と
各
地

域
の
意
見
交
換
時
の
も
の
と
分
別
し

て
進
め
て
い
く
。

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

　

宮
島
　
義
次
　
議
員

質
問　

自
主
防
災
組
織
が
、
村
内
21

区
の
う
ち
12
区
で
結
成
さ
れ
た
。

　

結
成
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織
を
各

地
区
が
生
か
す
に
は
、
ど
の
様
な
取

り
組
み
が
必
要
か
伺
う
。

村
長　

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

て
、
そ
れ
か
ら
以
降
の
活
動
こ
そ
が

目
的
に
向
か
っ
て
の
第
一
歩
と
思
う
。

　

残
念
な
が
ら
、
ま
だ
魂
が
入
っ
て

い
な
い
の
が
率
直
な
と
こ
ろ
で
あ

り
、
な
ぜ
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
た

か
、
そ
の
原
点
を
深
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
大
規
模
災
害
が
起
こ
り
得

る
状
況
が
日
本
列
島
を
通
じ
て
深
ま

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
大
規
模
災
害

が
起
き
た
時
に
は
行
政
組
織
、
消
防

組
織
な
ど
が
寸
断
さ
れ
、
機
能
し
な

い
状
況
に
な
り
二
日
く
ら
い
は
、
正

常
な
復
旧
救
援
活
動
が
行
え
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
必
要
な
救

助
、
安
否
確
認
、
そ
の
間
の
暮
ら
し

を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

を
日
常
的
な
課
題
と
し
て
真
剣
に
受

け
止
め
、
認
識
を
し
て
お
互
い
に
共

有
化
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

い
方
も
少
な
か
ら
ず
い
る
わ
け
で
、

そ
ろ
そ
ろ
根
本
的
な
検
討
を
す
る
時

期
に
来
て
い
る
と
思
う
。
で
き
れ
ば

老
人
ク
ラ
ブ
自
体
の
問
題
と
し
て
、

真
剣
に
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
行
政
な
り
、
社
協
の
方
で
支

援
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
十
分
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

定
年
退
職
さ
れ
た
役
場
職
員

又
行
政
関
係
に
携
わ
っ
て
い
る
未
加

入
の
若
い
高
齢
者
が
大
勢
い
る
。
積

極
的
に
加
入
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が

如
何
か
。

村
長　

一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す

る
と
、
親
睦
を
し
た
り
、
社
会
奉
仕

活
動
を
行
う
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
認
識

さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
そ
の
も

の
が
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
た
と

き
に
、
大
事
な
役
割
を
担
う
機
関
で

あ
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
認
識
が

深
ま
れ
ば
、
元
行
政
関
係
者
等
が
集

ま
っ
て
い
く
と
思
う
。
親
睦
団
体
的

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

若
い
世
代
か
ら
ま
だ
現
役
と
い
う
気

分
か
ら
抜
け
な
い
か
ら
、
時
期
が
早

い
と
い
う
こ
と
で
加
入
が
進
ま
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
本

質
的
な
部
分
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

え
あ
い
マ
ッ
プ
の
整
備
、
日
常
の
見

守
り
活
動
を
自
主
防
災
組
織
の
活
動

と
結
び
付
け
る
か
、
現
場
に
お
け
る

突
合
せ
を
し
、
お
互
い
の
持
ち
味
が

十
分
生
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
深
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

里
の
駅
構
想
と

　
　
　
　
　

村
民
の
関
わ
り

山
崎
　
広
道
　
議
員

質
問　

村
で
は
地
域
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
里
の
駅
開
設
の
第
一
番
目
と

し
て
、
現
在
の
地
域
や
生
活
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
８
月
実
施
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
と
そ
れ

を
取
り
ま
と
め
る
部
署
を
尋
ね
る
。

村
づ
く
り
推
進
室
長　

ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
収
率
は
６
割
く
ら
い
で
、
こ
の

集
計
は
、
委
託
業
者
が
行
う
。
現
在

委
託
業
者
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し

集
計
に
入
っ
て
い
る
。

質
問　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
事

で
、
村
民
も
そ
の
結
果
を
待
っ
て
い

る
。
推
進
会
議
に
報
告
し
何
か
月
で

村
民
へ
報
告
で
き
る
か
尋
ね
る
。

村
づ
く
り
推
進
室
長　

時
期
的
に
は

10
月
の
第
２
回
推
進
協
議
会
に
内
容

分
析
な
ど
を
報
告
し
、
そ
の
会
議
後

て
加
入
の
動
機
に
な
っ
た
り
、
社
会

貢
献
の
活
動
が
盛
り
上
が
る
よ
う
な

組
織
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

質
問　

行
政
関
係
に
携
わ
っ
て
い
る

対
象
者
に
、
加
入
促
進
を
要
望
し
た

い
が
村
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

伝
統
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
が
発

展
し
て
い
く
よ
う
な
方
向
で
行
政
と

し
て
も
応
援
し
た
い
と
思
う
。
又
そ

う
い
う
方
向
で
職
員
に
話
し
、
若
い

世
代
を
受
け
入
れ
る
魅
力
あ
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
視
野
に
入
れ
て
相

談
を
さ
れ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

速
や
か
に
村
民
へ
周
知
す
る
。

質
問　

村
民
聞
き
取
り
調
査
は
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
と
９
月
５
日
か

ら
各
地
区
６
名
以
上
で
３
地
区
20
名

程
度
の
想
定
で
実
施
し
、
内
容
は
日

常
生
活
の
課
題
、
ニ
ー
ズ
等
の
情
報

を
直
接
聞
き
取
り
す
る
事
と
な
っ
て

い
る
。
実
施
機
関
は
ど
こ
か
尋
ね
る
。

村
づ
く
り
推
進
室
長　

村
民
の
聞
き

取
り
調
査
は
30
名
以
内
と
想
定
し
て

い
る
。
第
１
回
目
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

は
９
月
に
15
名
で
実
施
し
た
。
第
２

回
目
は
、
10
月
に
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
取
り
ま
と
め
は
有
識
者
で
あ

る
先
生
に
お
願
い
し
て
ま
と
め
を
し

て
、
そ
の
中
身
は
、
第
２
回
目
の
推

進
協
議
会
の
中
に
検
討
材
料
と
し
て

持
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

質
問　

里
の
駅
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
協
議
会
委
員
の
所
属
団
体

等
と
構
成
委
員
総
数
を
伺
う
。

村
づ
く
り
推
進
室
長　

推
進
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
は
村
内
で
議
会
、
区
長

会
、
商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
農
業
委
員

会
、
公
民
館
の
代
表
の
方
々
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
各
地
域
２
名
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
代
表
の
方
６
名
も
入
る
。
村

外
の
有
識
者
３
名
で
総
員
は
、
18
名

位
の
委
員
で
進
め
て
い
く
。
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筑
北
村
は
ひ
と
つ
の

　
　
　

麻
績
村
と
の
合
併
は

質
問　

麻
績
村
と
の
合
併
に
つ
い
て

任
期
内
に
必
ず
目
途
を
つ
け
た
い
と

決
意
さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
尋
ね
る
。

村
長　

麻
績
と
の
合
併
を
や
り
た
い

と
、
強
い
思
い
で
立
っ
た
。
隣
村
の

村
長
選
の
結
果
が
、
素
直
に
私
の
思

い
を
ぶ
つ
け
る
状
況
に
は
な
く
な
り
、

残
念
な
４
年
間
を
過
ご
し
た
の
が
率

直
な
気
持
ち
で
、
合
併
が
遠
ざ
か
っ

た
よ
う
な
話
は
、
今
、
手
を
伸
ば
せ

ば
届
く
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
け
た
と
い

う
思
い
で
あ
る
。
理
由
は
、

一
、 

４
年
間
で
住
民
レ
ベ
ル
の
交
流
、

連
帯
が
順
次
深
ま
っ
て
き
た
。

二
、
合
併
を
進
め
る
我
が
村
の
条
件

の
整
理
が
進
ん
だ
。

三
、
両
村
の
ト
ッ
プ
の
信
頼
感
を
醸

成
し
て
き
て
い
る
。

質
問　

現
在
の
任
期
中
で
な
い
の
か
。

村
長　

そ
れ
は
無
理
で
あ
る
。
合
併

と
い
う
大
き
な
問
題
で
任
期
を
切
っ

て
も
の
が
言
え
る
ほ
ど
単
純
な
問
題

で
な
い
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

筑
北
村
は
ひ
と
つ
の

　
　
　
　
　
　

村
政
運
営
は

宮
澤
　
信
雄
　
議
員

質
問　

飛
び
地
で
あ
る
村
政
運
営
を

進
め
て
い
く
に
は
大
き
な
課
題
も
あ

っ
た
、
筑
北
村
は
ひ
と
つ
の
村
政
運

営
を
尋
ね
る
。

村
長　

合
併
し
て
８
年
、
一
つ
の
村

づ
く
り
へ
の
方
向
は
順
次
進
展
を
し

て
き
て
い
る
と
思
う
が
、
完
成
す
る

に
は
も
っ
と
長
い
時
間
が
必
要
で
あ

り
、
合
併
し
て
５
年
や
10
年
で
完
全

に
一
体
的
な
村
が
つ
く
れ
る
と
思
え

ば
、
大
変
な
事
実
誤
認
で
、
そ
れ
以

上
に
強
固
な
旧
村
単
位
の
絆
が
あ
る

こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
こ
そ
が
、
村
・
地
域
の
自
治
を
支

え
る
原
点
で
も
あ
り
、
そ
の
上
で
、

新
し
い
村
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
。
全
体
の
効
率
が
良
く
な
る
よ

う
努
力
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

災
害
へ
の
備
え
は

質
問　

映
像
放
送
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

機
能
整
理
の
現
況
を
尋
ね
る
。

村
長　

映
像
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し

て
の
課
題
で
あ
る
が
、
26
年
度
末
に

ア
ナ
ロ
グ
の
配
信
が
終
わ
っ
て
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
更
新
の
事
業
も
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
関
連
も
含
め
て
、

検
討
し
た
い
。

質
問　

地
域
の
公
民
館
を
使
用
す
る

避
難
施
設
（
仁
熊
、
別
所
、
下
安
坂
、

松
葉
）
の
対
応
策
の
現
況
を
尋
ね
る
。

村
長　

避
難
施
設
に
指
定
し
て
い
る

４
つ
の
公
民
館
が
課
題
、
国
の
国
土

強
靭
化
関
連
施
策
で
補
助
の
メ
ニ
ュ

ー
が
出
て
く
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
待

っ
て
い
る
が
出
て
こ
な
い
の
で
、
先

延
ば
し
し
て
、
万
一
の
こ
と
が
あ
っ

て
は
い
け
な
い
の
で
、
決
断
を
し
て
、

今
年
度
か
ら
来
年
度
以
降
計
画
的
に

過
疎
債
の
充
当
を
考
え
て
、
該
当
施

設
の
耐
震
診
断
並
び
に
耐
震
補
強
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

別  紙　　　　　　　　平成25年9月定例会審議内容
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

認定
・

条例
制定
・

一部
改正

平成24年度筑北村一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定
全員賛成

平成24年度筑北村バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村とくら温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村差切狭温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村冠着温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成24年度筑北村合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

筑北村職員の給与の臨時特例に関する条例 〃

筑北村役場の位置を定める条例の一部を改正する条例 〃

筑北村営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例 〃

筑北村公営住宅等管理及び整備基準に関する条例の一部を改正する条例 〃

予算

平成25年度筑北村一般会計補正予算(第2号) 〃

平成25年度筑北村バス事業特別会計補正予算(第1号) 〃

平成25年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算(第1号) 〃

平成25年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号) 〃

平成25年度筑北村介護保険特別会計補正予算(第2号) 〃

平成25年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算(第1号) 〃

平成25年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算(第2号) 〃

平成25年度筑北村簡易水道事業特別会計補正予算(第1号) 〃

平成25年度筑北村集落排水事業特別会計補正予算(第1号) 〃

平成25年度筑北村合併浄化槽特別会計補正予算(第1号) 〃

陳情
・

請願

森林吸収対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のため意見書採択の陳情書 採択

私立高校への公費助成に関する陳情書 〃

長野県に対し新県立大学基本構想の見直しを求める陳情 〃

道州制導入に断固反対する意見書 〃

「山の日」制定を求める請願 〃
＊議員発議により、陳情・請願に対する件の意見書が採択され、関係機関に提出されました。
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旧
村
も
す
ご
か
っ
た
！（
２
）
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旧
坂
北
村
の
館
報
か
ら
学
び
ま
す
。

　

表
紙「
シ
リ
ー
ズ
坂
北
の
四
季
」・

時
の
話
題
等
、大
写
し
写
真
と
解
説
。

◆
郷
土
を
見
直
し
、再
発
見
し
ま
す
。

①
公
民
館
活
性
化
へ
熱
い
願
い

　

公
民
館
報
第
一
号
ガ
リ
板
刷
り
発

刊（
昭
和
26
年
）教
養
部
長
さ
ん
の
意

欲
的
な
願
い
が
述
べ
ら
れ
る
。

・
公
民
館
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
て
も

ら
う
。｛
公
民
館
は
皆
の
も
の
｝

・
各
種
団
体
の
組
織
を
強
化
す
る
。

　
（
特
に
青
年
団
や
壮
年
層
）

・
同
好
会
の
育
成
に
努
め
る
。

・
図
書
部
の
充
実
と
活
用

・
分
館
活
動
に
積
極
的
な
援
助
を
等

◆
現
代
も
同
じ
で
は
な
い
で
す
か
。

②
人
権
尊
重
を
強
烈
に
啓
発

　
「
シ
リ
ー
ズ「
す
べ
て
の
人
々
の
幸
せ

を
き
ず
く
同
和
教
育
」他
連
載
。

・
人
権
と
は
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

・
差
別
と
は
、人
間
の
権
利
が
不
当
に

犯
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
同
和
教
育
は
自
然
に
な
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が・・・

・
子
ど
も
の
人
を
差
別
す
る
意
識
は

家
庭
で
う
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

◆
心
に
突
き
刺
さ
り
ま
す
。内
に
潜

む
差
別
の
心
を
克
服
し
、人
権
感
覚

を
養
い
続
け
た
い
も
の
で
す
。

③
家
庭
教
育
講
座
の
充
実（
実
施
例
）

・
第
１
回「
人
間
性
豊
か
な
子
ど
も
づ

く
り
」

・
第
２
回「
み
ん
な
の
同
和
教
育
」

・
第
３
回「
父
親
の
役
目
」

・
第
４
回「
家
庭
で
の
性
教
育
」等

④
高
齢
者
学
級
の
開
設（
年
８
回
例
）

・「
薬
草
の
栽
培
と
そ
の
利
用
」

・「
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
」

・
地
域
社
会
に
お
け
る
役
割

・
文
化
財
に
つい
て

・
高
齢
者
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョン
他

◆
③
④
と
も
、ま
さ
に
必
須
の
学
習

内
容
が
的
確
に
実
施
さ
れ
て
い
て
感

服
し
ま
す
。現
代
に
も
生
か
し
た
い
。

⑤
村
文
化
財｛
特
集
号
｝

・
時
々
、数
ペ
ー
ジ
を
借
り
村
文
化
財

の
紹
介
や
解
説
が
あ
り
ま
す
。

⑥
わ
れ
ら
、は
た
ち（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
結
婚
は
自
分
の
意
思
で
、し
か
し
交

際
は
慎
重
に「
恋
愛
希
望
54
％
」

・
多
い
家
庭
・
職
場
の
悩
み

　
（
解
決
は
友
人
に
話
す
40
％
、両
親

　

に
は
19
％
）等

　

館
報
縮
刷
版
は
、懐
か
し
い
村
の
歴

史
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。今
も
自

分
や
村
の
有
り
方
を
教
え
て
く
れ
る

教
科
書
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

心
の
伝
言
板
○28

　

乱
橋
宿
の
文
化
財
め
ぐ
り

　

10
月
24
日
（
木
）
筑
北
シ
ニ
ア
大

学
に
て
、
乱
橋
石
畳
の
会
の
皆
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
「
乱
橋
宿
の
文
化
財

め
ぐ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
立

ち
峠
の
石
畳

の
少
し
下
に

あ
る
縄
文
土

器
の
出
土
場

所
・
お
茶
坊

様
あ
た
り
か

ら
宿
を
く
だ

り
ま
し
た
が

石
畳
の
会
の

皆
さ
ん
の
ご

厚
意
で
、
発

掘
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
土
器
や
、
宿

屋
の
台
帳
な
ど
、
普
段
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
資
料
を
拝
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
十
王
堂
、
馬
の
水
飲
み
場
、

物
種
太
郎
墓
等
の
文
化
財
を
巡
る
と
、

参
加
者
か
ら
「
乱
橋
に
こ
れ
ほ
ど
多

く
の
文
化
財
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ

た
。」
声
が
上
が
り
、
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

筑
北
シ
ニ
ア
大
学
で
は
今
後
も
地

域
を
知
る
た
め
の
学
習
の
機
会
を
設

け
て
い
く
予
定
で
す
。　

筑
北
シ
ニ
ア
大
学

　

９
月
１
日
（
日
）、「
本
城
地
域
分

館
対
抗
球
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

☆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
曇
り
空
。
天
候

が
心
配
さ
れ
る
中
で
熱
い
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
決
勝
戦
で

つ
い
に
雨
が
…

　

３
回
途
中
で
試
合
終
了
と
な
り
、

西
条
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　

優　

勝
：
西　

条

　
　

準
優
勝
：
丸
山
町

　
　

第
３
位
：
東
条
１

　
　
　

〃　
　

聖
南
町

　

 雨
に
よ
り
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で

閉
会
式
。

　

９
月
１
日
に
坂
井
地
区
分
館
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
チ
ー
ム
に
60
歳
以
上
と
女
性
を

最
低
１
人
ず
つ
入
れ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
、
各
分
館
参
加
者
を
集
め

る
の
が
大
変
で
す
が
今
年
は
６
分
館

が
集
ま
り
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
分

館
対
抗
な
の
で
試
合
と
慰
労
会
を
楽

し
み
に
み
ん
な
頑
張
り
と
て
も
熱
い

試
合
に
な
り
ま
し
た
。

本
城
地
域
分
館
対
抗

球

技

大

会

坂
井
分
館
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

☆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　

３
連
覇
を
狙
う
八
木
チ
ー
ム
、
ま

た
阻
止
を
図
る
チ
ー
ム
の
熱
意
は
体

育
館
を
熱
気
の
渦
に
包
み
込
ん
で
い

ま
し
た
。

　

14
チ
ー
ム
を
3
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
リ
ー
グ
で
戦
い
、
勝
者
チ
ー
ム
で

決
勝
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　聖南町チーム、２年連続準優勝で、今回リベンジを

果たしました。

　
　

優　

勝　

永
井
中
村
分
館

　
　

準
優
勝　

中
安
坂　

分
館

　
　

第
３
位　

上
安
坂　

分
館

　
　
　
　
　
　

下
安
坂　

分
館
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１０月５日（土）、３地域の保育園で運動会が行われました。
当日は雨予報でしたが、子どもたちの元気な歓声が雨雲を吹き飛ばしてくれました。

がんばったよ！うんどうかい

坂
井
保
育
園

坂
北
保
育
園

本
城
保
育
園

年長年中さんかわいい海賊
　『キッズパイレーツ』

年長年中さん手作りサッカーボールで
『世界へキックオフ！！』

年長さん、和太鼓に挑戦！
　　　　『ザ・太鼓～空へ～』

小学校運動会
坂井小学校　スローガン 本城小学校　スローガン 坂北小学校　スローガン

めざせ優勝 ! 
坂井っ子魂の
燃えるとき !

赤組・白組
心をひとつに

ベストをつくせ

燃えろ赤　
輝け白

広げよう絆の輪

9・21

　

コ
ラ
ム

　

我
が
家
の
洗
濯
機
が
、
と
う
と

う
壊
れ
ま
し
た
。
数
ヶ
月
前
か
ら

調
子
が
悪
い
の
を
洗
濯
機
の
機
嫌

を
見
な
が
ら
使
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
し
か
し
さ
す
が
に
、
洗
濯
物

が
泳
い
で
い
る
状
態
で
は
諦
め
ま

し
た
。
幸
い
脱
水
は
出
来
た
の
で

新
し
い
洗
濯
機
が
来
る
ま
で
、
た

ら
い
ら
し
き
物
を
探
し
手
洗
い
に

励
み
ま
し
た
。　
　

　

バ
ス
タ
オ
ル
や
厚
手
の
物
は
一

苦
労
で
し
た
が
洗
い
な
が
ら
、
母

や
祖
母
が
手
洗
い
し
て
い
た
光
景

が
浮
か
び
ま
し
た
。
大
変
で
も
苦

も
な
い
様
子
で
、
そ
れ
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
や
っ
て
い
て
く
れ
て

い
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

今
の
私
達
は
、
電
化
製
品
が

あ
っ
と
い
う
間
に
や
っ
て
く
れ
、

そ
れ
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。　

　

同
じ
＂
当
た
り
前
＂
で
も
色
々

な
当
た
り
前
が
あ
る
な
ー
と

ち
ょ
っ
ぴ
り
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

慌
た
だ
し
く
急
か
さ
れ
る
よ
う

な
現
代
で
す
が
、
た
ま
に
は
こ
ん

な
風
に
ゴ
シ
ゴ
シ
と
洗
濯
し
て
み

る
の
も
悪
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
お
時
間
あ
れ
ば
い
か
が
で
す

か
？             　
　
　
　

  

若
葉

　

坂
井
地
域
に
村
の
合
併
前
か
ら
活

動
を
続
け
る
大
正
琴
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
す
。
以
前
は
、
松
場
地
区
の
公

民
館
を
中
心
に
活
動
を
し
て
き
た
と

の
こ
と
で
す
が
、
現
在
は
坂
井
公
民

館
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

坂
井
地
区
在
住
の
萬
井
靖
司
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、
今
年
度
は
最
初
か

ら
全
員
で
基
礎
練
習
を
始
め
た
と
の

こ
と
で
、
慣
れ
た
方
か
ら
は
、「
な
ん

と
な
く
自
分
に
で
き
た
癖
も
見
直
す

よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。」
と
い
う
声

も
あ
り
、
初
め
て
の
方
は
「
最
初
か

ら
ゆ
っ
く
り
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で

よ
か
っ
た
。」
と
の
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。 

会
の
活
動
は
第
１・３
金
曜
日

午
後
に
坂
井
公
民
館
で
行
わ
れ
て
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

と
の
こ
と
で
す
。 

サ
ー
ク
ル
訪
問

　
　
坂
井
大
正
琴
ク
ラ
ブ

いいですね～
上手くなってきましたよ～
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練
っ
て
お
菓
子
を
焼
い
て
い
ま
す
。」

と
手
作
り
の
お
菓
子
の
話
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

自
宅
に
面
し
た
畑
で
は
鶏
を
飼
っ

て
、
自
家
用
野
菜
作
り
や
お
米
作
り

も
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

松
本
市
を
は
じ
め
県
内
外
で
作
品

展
も
開
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
11

月
16
日
か
ら
は
、
麻
績
村
「
信
濃
観

月
苑
」
で
作
品
展
が
開
か
れ
ま
す
。

　
「
工
房
と
と
か
」
と
検
索
す
る
と
、

筑
北
村
で
の
穏
や
か
な
日
常
の
様
子

な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
頂
け

る
と
の
こ
と
で
し
た
。                                                    

も
う
慣
れ
ま
し
た
か
？ 

　

移
住
し
て
9
年
に
な
り
ま
す
が
、

地
域
の
方
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
偶
然
行
っ
た
文
化
祭

を
き
っ
か
け
に
「
野
の
風
の
会
」
に

も
入
れ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

克
典
さ
ん
は
、「
材
料
も
地
元
の

物
を
使
う
こ
と
も
多
い
で
す
。
伐
採

し
て
す
ぐ
の
生
の
も
の
は
柔
ら
か
い

う
ち
に
作
品
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
し
、
乾
い
た
も
の
は
ま
た
違
っ
た

作
品
に
な
り
ま
す
。
大
き
な
器
か
ら

小
さ
な
ス
プ
ー
ン
ま
で
捨
て
る
場
所

な
ど
無
い
ん
で
す
よ
。」 

　

智
子
さ
ん
は
、「
益
子
焼
き
を
修

行
し
、
メ
イ
ン
は
粉
引
で
す
。
赤

土
に
白
泥
を
掛
け
て
焼
い
て
い
ま

す
。
暑
い
時
期
に
は
土
を
練
っ
て

器
を
焼
き
、
寒
い
時
期
に
は
粉
を

　

四
阿
屋
山
の
山
頂
の
神
社
に
行
く
、

坂
北
側
か
ら
の
「
中
村
参
道
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
四
阿
屋
山
中
腹
の
途

中
の
道
付
近
に
、
御
獄
山
関
係
の
諸

神
の
碑
石
が
あ
り
ま
す
。

　

村
内
各
所
に
御
嶽
山
大
権
現
の
碑

や
霊
神
碑
が
、
20
体
以
上
と
多
く
立

つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
信
仰
の
盛
ん
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

鎌
倉
時
代
の
五
輪
塔　

坂
井
地
域

　

坂
井
地
域
松
場
地
区
に
あ
る
五
輪

塔
を
紹
介
し
ま
す
。

　

松
場
地
区
安
養
寺
に
あ
る
五
輪
塔

は
鎌
倉
時
代
初
期
の
も
の
と
さ
れ
大

変
古
く
珍
し
い
も
の
で
す
。「
坂
井

石
造
文
化
財
」
の
本
に
よ
る
と
二
基

あ
る
う
ち
の
大
き
い
方
は
、
す
べ
て

揃
っ
た
完
全
な
姿
で
あ
り
鎌
倉
時
代

初
期
の
作
風
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

安
養
寺
の
歴
史
も
古
く
平
安
時
代
に

朝
廷
か
ら
信
濃
国
五
寺
の
定
額
寺
と

指
定
さ
れ
た
時
の
一
寺
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
石
塔
以
外
に
も
多
く
の
石
仏

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん

で
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

行
っ
て
み
ま
し
ょ

　
　
　
見
て
み
ま
し
ょ
②この四体の高さ136cm～ 159cm

何時頃の石仏定かではない
不動明王

（高さ125cm）

歴史ある五輪塔 珍しい八角の石幢

　

10
月
6
日
（
日
）
松
本
市
の
相
澤

病
院
祭
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
に
て
、

筑
北
地
域
の
各
直
売
所
が
一
同
に
集

ま
っ
て
農
産
物
の
出
張
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

＊
参
加
し
た
農
産
物
直
売
所

・
本
城
ら
ん
ら
ん
広
場

・
坂
北
や
さ
い
Ｂ
Ｏ
Ｘ

・
ま
ん
だ
ら
の
庄

・
麻
績
あ
さ
つ
ゆ

　

こ
の
一
連
の
合
同
出
張
販
売
は
、

平
成
20
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

病
院
祭
の
実
行
委
員
で
も
あ
っ
た

筑
北
村
在
住
の
職
員
が
「
村
を
Ｐ
Ｒ

す
る
手
段
は
な
い
か
？
」
と
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
病
院
職
員
か
ら
の
声
掛

け
と
、
村
担
当
者
の
協
力
も
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
農
産
物
販
売
計
画
が
実

現
し
ま
し
た
。
当
時
の
病
院
祭
で
は
、

大
き
な
販
売
実
績
が
得
ら
れ
、
そ
れ

以
来
ず
っ
と
農
産
物
の
販
売
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
販
売
に
は
筑
北
村
の
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
坂
井
さ
ん
・
田

中
さ
ん
お
ふ
た
り
に
来
て
い
た
だ
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
す
る
病
院
職

員
と
一
緒
に
販
売
を
手
伝
っ
て
い
た

農
産
物
出
張
販
売
報
告

だ
き
ま
し
た
。

　

病
院
職
員
か
ら
は
「
お
米
は
何
㌔

単
位
で
売
る
の
か
な
？
」「
ど
ん
な

も
の
が
販
売
さ
れ
る
の
か
な
？
」
な

ど
の
販
売
前
か
ら
の
声
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

ご
近
所
さ
ん
た
ち
や
病
院
職
員
や

親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
、
大
盛

況
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　

筑
北
村
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
一

日
で
し
た
。

　

坂
北
地
域
別
所
に
暮
ら
す
菊
池
克

典
さ
ん･

智
子
さ
ん
の
工
房
「
と
と

か
」
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

筑
北
村
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

  　

自
然
の
中
で
作
品
作
り
が
で
き
る

場
所
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
長
野
県

内
い
ろ
い
ろ
探
し
ま
し
た
が
、
松
本

市
・
長
野
市
や
上
田
市
に
も
近
く
、

交
通
の
便
が
よ
い
坂
北
を
選
び
ま
し

た
。
木
工
作
品
作
り
に
は
機
械
を
使

う
こ
と
も
あ
り
大
き
な
音
が
出
ま
す

し
、
陶
器
作
り
に
は
窓
を
焚
き
煙
が

で
ま
す
か
ら
住
宅
密
集
地
で
は
難
し

い
で
す
。
こ
こ
に
き
て
思
い
切
り
作

品
作
り
が
で
き
て
い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
！
筑
北
村
へ 　

【12】自然に囲まれ生活しています

手作り料理をのせて

あたたかい作品が並んでいます

館
報
編
集
後
記

　

館
報
48
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

10
月
27
日
に
村
長
選
、
村
議
会
議

員
選
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
筑

北
村
の
将
来
を
決
め
る
重
要
な
こ
の

選
挙
は
、
84
・
82
％
と
い
う
投
票
率

か
ら
も
村
民
の
高
い
関
心
が
伺
え
、

現
状
維
持
で
は
な
く
変
革
を
選
ん
だ

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
村
議

会
議
員
の
立
候
補
16
人
中
12
人
が
新

人
と
い
う
こ
と
を
見
て
も
、
何
と
か

現
状
を
変
え
た
い
と
い
う
雰
囲
気
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
新
た

な
活
力
に
よ
っ
て
、
村
政
は
刷
新
さ

れ
る
は
ず
だ
と
期
待
し
て
い
る
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
が
抱
え
る
課
題
は
山
積
み
で
す

が
、
少
し
で
も
良
い
未
来
を
子
供
た

ち
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
新
人
の

皆
さ
ん
に
は
是
非
と
も
頑
張
っ
て
力

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

か
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
就
任
演

説
で
こ
う
言
い
ま
し
た
。

　
『
国
が
あ
な
た
の
為
に
何
を
し
て

く
れ
る
か
で
な
く
、
あ
な
た
が
国
の

為
に
何
が
出
来
る
か
を
考
え
よ
う
』

…
こ
の
選
挙
で
ふ
と
、
こ
の
言
葉
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
―
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
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利用案内を一部変更しました。

筑北図書館
・開館時間　　　 水～土：13：00 ～ 18：00
　　　　　　　　火、日： 9：00 ～ 18：00　（お昼休み 12：00 ～ 13：00）
・館内は原則として飲食禁止
　こちらが変更になりました。皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします。

館内の本棚のレイアウトが変わりました。
絵本コーナーと、新聞・雑誌コーナーの
場所が入れ替わりました。

筑北村図書館では利用者の皆様の要望・リクエストをお待ちしています。

筑 北 村 図 書 館 だ よ り

読書月間
期間11月1日（金）～11月30日（土）

ー読書月間中のおたのしみー
読書スタンプ
期間中に本を借りた方にスタンプを押します。

全員にささやかなプレゼントを差し上げます。

プレゼントの交換は読書月間終了後の12月からになります。

リサイクル本コーナー
去年の雑誌や廃棄になる本を差し上げます。ご自由にお持ち帰りください。

イベント
11月16日（土）　本城公民館　　10：00～
　　　　　　　  「お話ポケット」さん読み聞かせ

11月17日（日）　筑北村図書館　10：00～
　　　　　　　  「もりの子おはなしの会」さん読み聞かせ

ぜひ、ご参加ください。

✿✿✿✿　 お知らせ　✿✿✿✿ 

筑北村図書館では12月28日（土）～1月3日（金）の間を年末年始のため休館
にいたします。
皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします。

新しい雑誌が入荷しました

メインパネル
Komachiひよこクラブ 天然生活

筑北村図書館では、玄関の掲示板に新聞の切り抜きコーナーを設けています。
また、館内にも今注目されているもの、役立つ情報を展示しています。
ぜひ、ご覧ください。

筑北図書館マップ
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木
々
の
葉
が
色
づ
き
始
め
た
野
山

へ
出
か
け
る
と
、
ど
ん
ぐ
り
や
ま
つ

ぼ
っ
く
り
が
子
ど
も
た
ち
の
両
手
の

上
で
に
こ
に
こ
笑
っ
て
い
ま
す
。
元

気
な
秋
の
子
ど
も
達
の
様
子
を
お
伝

え
し
ま
す
。

○
運
動
会
（
９
月
６
日
）

　

お
ひ
さ
ま
の
森
の
運
動
会
会
場

は
、
三
地
域
を
順
番
に
回
っ
て
い
き

ま
す
。
今
年
度
の
会
場
は
、
本
城
体

育
館
で
す
。「
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

は
、
運
動
会
の
練
習
真
っ
最
中
の
こ

の
時
期
に
、
運
動
会
が
わ
か
る
の
か

な
？
」
は
、
心
配
ご
無
用
の
よ
う
で

す
。
お
家
の
方
と
や
る
気
い
っ
ぱ
い

で
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
ひ
さ

ま
の
森
で
い
つ
も
や
っ
て
い
る
体
操

「
し
ゅ
り
け
ん
に
ん
じ
ゃ
」「
バ
ス
に

の
っ
て
」
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
「
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
」
で
準
備
体
操
は
バ
ッ

チ
リ
！　

ゴ
ー
ル
で
待
っ
て
い
る
ア

ン
パ
ン
マ
ン
に
向
か
っ
て
よ
ー
い
、

ド
ン
と
か
け
っ
こ
で
す
。「
ハ
イ
ハ

イ
」
や
「
ほ
ふ
く
前
進
」
で
出
場
す

る
の
が
お
ひ
さ
ま
の
森
の
運
動
会
な

ら
で
は
で
す
ね
。
応
援
の
声
が
ひ
と

き
わ
大
き
く
な
る
の
も
こ
の
種
目
で

す
。
大
き
な
す
い
か
を
収
穫
し
た
り
、

桃
太
郎
に
変
身
し
て
鬼
が
島
へ
鬼
退

治
に
い
く
サ
ー
キ
ッ
ト
を
し
た
り
し

て
、
お
家
の
人
と
一
緒
に
身
体
を
動

か
す
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
最
後
は
、
大
き
な

バ
ル
ー
ン
を
み
ん
な
で
膨
ら
ま
せ
て

中
に
入
っ
た
り
、
ト
ン
ネ
ル
に
し
て

く
ぐ
っ
た
り
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。

○
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

（
９
月
13
日
）

　

季
節
の
遊
び
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
を
計
画
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
は
予
定
し
て
い
た
内
容
を
変
更

し
て
、
職
員
に
よ
る
出
し
物
を
し
ま

○
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン　
（
10
月
24
日
）

　

昨
年
度
大
好
評
だ
っ
た
の
で
、
今

年
度
も
行
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
の

手
作
り
変
身
グ
ッ
ズ
（
当
日
、
セ
ン

タ
ー
で
製
作
）
を
身
に
着
け
て
本
城

総
合
支
所
へ
！
に
こ
に
こ
で
出
迎
え

て
く
れ
た
保
健
師
や
栄
養
士
か
ら
お

や
つ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
交
流
会
も

行
い
ま
し
た
。
児
童
に
交
じ
って
少
人

数
で
し
た
が
、
お
ひ
さ
ま
の
森
の
親
子

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
一
緒
に
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
母
さ
ん
か
ら
は
、

「
来
年
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

観
て
も
ら
え
た
ら
良
い
で
す
ね
。」
と
、

い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

し
た
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？
写
真
を
み
て
、

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、
思
い
出

し
て
、
そ
う
で
は
な
い
方
は
、
想
像

を
し
て
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

○
誕
生
会
（
９
月
27
日
）

　

二
か
月
～
三
か
月
ご
と
に
誕
生
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
名
前
を
呼
ん
で

も
ら
っ
て
返
事
を
し
た
後
は
、
お
母

さ
ん
か
ら
生
ま
れ
た
時
の
事
（
時
間

や
泣
き
声
な
ど
）、
好
き
な
遊
び
や

好
き
な
事
、
名
前
は
誰
が
つ
け
て
く

○
に
こ
に
こ
土
曜
楽
行

　
　
　
　
　

（
10
月
26
日
）

　

今
年
度
か
ら
生
涯
学
習
課
と
共

催
で
行
っ
て
い
る
児
童
館
教
室
改

め
、
に
こ
に
こ
土
曜
楽
行
。
10
月
か

ら
は
、
坂
井
地
域
か
ら
坂
北
地
域
に

会
場
を
移
し
ま
し
た
。
会
場
を
移
す

の
は
、
初
め
て
の
試
み
な
の
で
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
会
場
を
貸
し
て

く
だ
さ
っ
た
坂
北
小
学
校
の
先
生
方
、

講
師
の
先
生
方
や
参
加
し
て
く
れ
た

児
童
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
文
字
通

り
楽
し
く
実
施
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
教
室
で
、
顔
見
知
り
に
な
っ

た
友
達
と
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
６

月
か
ら
の
継
続
活
動
の
成
果
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

れ
た
の
か
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形

式
で
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
誕
生

会
の
お
子
さ
ん
の
時
は
、「
ぐ
っ
！
」

と
、
胸
に
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

参
加
者
み
ん
な
で
お
誕
生
日
の
う
た

を
歌
い「
お
誕
生
日
、お
め
で
と
う
。」

の
、
言
葉
を
か
け
な
が
ら
、
健
や
か

に
成
長
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

○
児
童
館　

観
劇
会（10

月
２
日
）

　
「
オ
フ
ィ
ス
や
ま
い
も
」
に
よ
る
人

形
劇
「
く
い
し
ん
ぼ
う
の　

ミ
ー
ち
ゃ

ん
」
と
「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
を

観
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
小
学
校
の

先
生
方
の
研
修
会
が
あ
り
、
三
施
設

 　

利
用
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
楽
し
い
活
動
を

今
後
も
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

え
が
お
の
ポ
ケ
ッ
ト


